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第1章

問題と目的



第1節 ヤングケアラーとは

　子どもは大人に見守られながら育つ。子どもは大人に愛さ

れてこそ、互いに愛し信頼していくことを身につけていくの

である。現代において、子どもの問題は実に多くのことが日

常に見られる。少年犯罪や引きこもり、性感染症など、思春

期の子どもが抱える社会問題は深刻化している。例えば、少

年非行や少年犯罪の背景には、家庭環境という環境的背景が

見られる。また、発達上の課題から生じる生活課題に、発達

障害があげられる。本来持っ困難さに加え、周囲がその困難

さに理解を示さず、対応が為されないために、二次障害とし

て不適応行動や、情緒障害を呈し、新たな生活課題を生みだ

してしまうのである（佐藤，2011）。

　こうした子どもの生活課題に伴い、今、家族機能も変化を

余儀なくされている。イギリスをはじめとした先進国におい

て、「家族ライフサイクル」の視点を背景に、子どもと家族を

巡る新たな問題として、「ヤングケアラー（以下YCとする）」

が注目され始めている（柴崎，2005）。

　YCとは、家族が何らかの困難な状況にあり、そのケアの担

い手となっている未成年の子どものことを指す。子ども白身

が思春期という不安定な時期を迎えながらも、親や祖父母あ

るいはきょうだいに、何らかの困難が生じた場合、彼らが「ケ

アの担い手」となることも少なくない。例えば共働きの家族

においては、ケアが必要になった祖父母の介護を未成年の子

どもが手伝う場合や高齢の家族の介護を行うために、大人が



家を生け、残された子どもが家事を担うことも少なくないと

考えられる。

　こうした、病気あるいは障害を抱えた家族をケアする子ど

もの存在は、ごく最近までほとんど知られてこなかった。ま

た、その特徴や二』ズ等について取り上げられることもなか

った。この問題を初めて取り上げたのは、新聞や大衆雑誌で

ある（三富，2000）。1985年に英国放送局編集の『オープン・

スペース（0ρ舳助θ∂oθ）』誌が『小さな金魚たち（Litt1e

Go1dfishPeop1e）』と題して取り上げたのをかわきりに、在

宅介護を担う児童とその問題について、様々な大衆誌が取り

上げてきた。しかしながら、在宅介護を担う児童に関する調

査は、在宅介護者調査の中では最も遅く、1988年から98年

までにイギリスで行われた調査は46程度であった。

　家族へのケアを担う子どもの研究で国際的にもよく知られ

るイギリスのS．ベッカー（Sau1Becker）は、介護者の大き

な貢献と役割はヨーロッパ連合域内でも充分に知られておら

ず、介護者の二一ズは関心の的にはなっていないと述べてい

る。そうした申、イギリスは民間非営利団体や研究者などが

介護を担う子どもに関心を寄せた最初の国々の1つであると

評される。介護を担う子どもに関する研究は、1990年代初頭

にイギリスで開始され、この問題への関心は、イギリスのラ

フバラ大学（LoughboroughUniversity）の「介護を担う子

ども研究グループ（TbeYoungCarersResearchGroup，以下

YCRGとする。）」とr英国介護者協会（Carers　UK）」の作

業や取組に多くを負っている（三富，2010）。



　日本においても、介護を担う子どもの存在が、高齢者介護

の歴史研究で明らかとなっている。そこでは、杖をつく腰の

曲がった老人と、その手を引く子どもの姿が普遍的なパター

ンとして存在しており、子どもたちが老人を介護する労働の

担い手であったことを示している（三富，2010）。一

　このような在宅介護を担う子どもは、90年代初頭に、イギ

リス英語で「チャイルド・ケアラーズ」と呼ばれることもあ

った。その後は、一般的に「ヤング・ケアラーズ」やアメリ

カではrヤング・ケアギバー」などと称される（三富，2010）。

このように様々な呼び名があるため、本研究では家族へ何ら

かのケアを行う子どもを「YC」と称することとする。

　また、YCである子どもの定義は複数存在する。そのため本

研究では、以下のような子どもたちをYCと定義することと

した。

　YCとは、障害あるいは何らかの困難を抱えている親やき

ょうだい、あるいは祖父母等の『介護』や『看護』もしくは

『世話』をすることの責任を、成人と同等に担っている18

歳未満の子どもとする。

　なお、この定義では、比較的軽いケアを担っている場合も

含むこととした。

　彼らの担っているケア内容は大きく6つに分類することが

できる。①調理や清掃などの家事援助、②移動の介助や与薬

などの一般的な介護、③入浴や用便などの身なりにかかわる

援助、④情緒的な支援、⑤弟や妹の世話、⑥金銭の管理や通



院への同行などの作業である（三富，2008）。

　イギリスでは、早くからこのような子どもの問題に着手さ

れ、様々な調査や研究・支援が行われている。1996年に行わ

れた全国統計局（0ffi㏄forNationa1StatisticsSocia1

SurveyDivision，以下0NSとする。）の調査によれば、8歳～

17歳までの子ども約700万人のうち、3万2千人（約O．5％）

がYCか、それに極めて近い存在であると報告されている。

その後2001年にイギリスで行われた国勢調査では、18歳未

満の年齢階層の2～4％に相当するヨーロッパの子どもは、介

護責任を負うと推定される（三富，2010）。

　日本においては、高齢者の家族介護におけるストレスや、

ジェンダー分析、障害児・者の家族支援等について、広く関

心がもたれているものの、イギリスのように親やきょうだい、

祖父母等親族をケアする子どもの実態が取り上げられること

はほとんどない。総務省『社会生活基本調査（平成13年度）』

によると、「介護・看護」の10－19歳の行動率はO．3％であっ

た（柴崎，2005）。さらに、平成18年度の同調査によれば、「介

護・看護」とr家族の身の回りの世話」の10－19歳の行動率

はO．5％であった。この結果は、日本においても、YCが存在

していることを示唆している。しかしながら、いまだにこう

した家庭での役割が、子どもの直接的な問題として取り上げ

られてはいない。

　しかし、YCがケアによる影響は多岐にわたっていることは

イギリスの調査で明らかとなっている。その影響は、大きく

分けて5つに分類することができる。①家族生活における親
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子関係の逆転、②不登校などの教育問題、③社会的な孤立に

象徴される社会生活および友人関係、④低所得と貧困に見ら

れる経済生活、⑤人格の形成と就職問題、が挙げられる。YC

は、被介護者である親からのr生活の支配」が少なからずあ

り、生活の支配の中でも最も深刻な問題は、教育を受ける権

利の侵害である（三富，2000）。

　YCに影響を及ぼす、教育機会の侵害として、家族をケアす

ることにより遅刻・早退・欠席は非常に大きな問題である。

遅刻・早退・欠席などの、ケアによる時間的拘束は、彼らの

学力や就学機会を制限し、さらには友人関係の乏しさなどと

いった、学齢期における社会性の獲得にも大きな影響を及ぼ

す（0NS，1996・YCRG，2003）。介護によって枠にはめられた生

活の様式や、行動範囲の狭さは、YCである子どもの、将来に

希望を持つ機会を侵害しかねず、こうした学齢期の影響は、

成人してもなお尾を引く問題であると三富（2000）は指摘して

いる。さらに、多くの子どもはケアを担う場合に、成人同様

の責任を負うため、成長の段階に似つかわしくない情緒的成

熟を迫られる。これは「偽りの生育」「見せかけの成熟」であ

ると同時に、被介護者である親は、親としての信頼や威厳を

喪失する。ケアを行うことによる親子関係の逆転は、教育を

受ける権利の侵害同様に、子どもの正常な発達や人格の形成、

社会性など多岐にわたり影響を及ぼすのである。

　家族へのケアを担うことによりYCは様々な問題を抱えて

いる。しかしこうした子どもの問題は、一部の先進国では取

り上げられているものの、日本においてはほとんど注目され



ていない。

　また、彼らの親たちの多くは、その児童が介護責任につい

て誰にも話していないと思っているし、介護を担うことで生

ずる問題や悩みに全く無頓着であるように見える（三

富，2000）。介護者は、「見えない患者」、あるいは「姿を見せ

ない患者」と呼ばれることがある。なぜなら彼らは、介護者

化の影響を自ら進んで語ろうとはしない。自分が行っている

ケアについて、友人あるいは教師等の専門家に対してでも、

白ら語ることを望んでいない。家族の事柄として胸の内にし

まい込むことを望むのである。

　YCに限らず、全ての子ども達は「誰かと話したい」という

主要な二一ズを持っている。しかしYCである彼らの親たち

は、介護者としての子どもの存在とその二一ズを語ろうとし

ない。なぜなら、専門家に知れれば、要介護者としての親の

入院や入所の措置を持って、家族を切り離すのではないかと

心ひそかに恐れるかj 轤ﾅある（三富，2008）。

　こうした、プライバシーの問題や家族が孤立化している現

代社会においては、YCのような子どもたちの問題は、その他

の児童福祉の問題の陰により一層隠れてしまうことが推察さ

れる。また、今後少子高齢化が進展するに伴い、若年世代に

様々なケアの責任が転嫁される危険性がある。今後、様々な

障害のある成人が家庭生活を営むことが増えていくものと思

われる。その際、親となった障害者の家族ライフサイクルを

支えることが求められる。こうした視点を含めて、今後YC

問題に取り組んで行く必要がある。
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第2節　本研究の目的

　前節で述べたイギリスでの調査結果からも分かるように、

ケアによる影響は、子どもたちのr子どもらしい生活」を脅

かしているといえる。

　家族のもつ機能には大きく分けると、r生殖・哺育」r秩序

の維持・安定」r弱者保護」r食の配分」r伝統の学習」「子別

れ」の6つがあり、これらのうち、どれかもしくはいくつか

が機能していない家族を『機能不全家族』と呼ぶ（斎藤2010）。

　子育て期にある家族は、子どもの成長発達に伴い、さまざ

まな変化に対応しなければならない。中でも、思春期の子ど

もがいる場合に、家族ライフサイクルから見た基本的発達課

題は、「教育期」であり、この段階の課題として「子の能力・

適性による就学」「子の進路の決定」「子の成長による現役割

の再検討」等がある（望月・本村，1980）。ライフサイクルにお

ける段階の移行は、r平均的家族のほとんどが必然的に経験す

る通常の出来事であると共に、それ自体危機的移行（CritiCa1

tranSition）である」と認識され、家族は、「家族ライフサイク

ル」の中で発達課題を乗り越えることにより、健康な家族と

しての姿を継続していく（中村・杉本・赤羽ら，2006）とされて

いるが、現在、この教育期にある児童生徒を取り巻く環境は、

大きく変化している。

　ケアに関わることは心身共に大きな負担やストレスを伴う

こともあり、また社会的孤立につながることもある。ケアを

担っている子どもの場合、公的なサービスの情報を得られな



かったり、困っていることや、自分の気持ちを発信すること

が弱い。そのため、保護者を含めた大人の「誰か」が支えて

いく必要があると考える。しかし、このような状況にある子

どもを取り巻く地域社会や学校などは、近所づきあいの希薄

化や私的な介入の難しさといった点から、彼らを支える体制

は十分に機能していないといえる。

　平成18年度に行われた総務省『社会生活基本調査』によれ

ば10－19歳の未成年でr介護・看護」r家族の身の回りの世話」

を主または同時行動として行っているのは、全体の約0．5％

であった。このような結果が出ているにもかかわらず、日本

においては、YCに関する取り組みはほとんどない。一部の介

護者団体や、障害児のきょうだい会、コーダ（両親が聾者で

自分は健聴の子）の研究等で、家族介護を担う子ども、ある

いはそうであった過去を持つ成人へのインタビュー調査はあ

るものの、公的な統計上の調査はないのである。

　現在、日本の児童福祉の喫緊の課題としてr児童虐待」や

「不登校」「発達障害」等が大きく取り上げられている。その

ため、YCのような子どもたちは見過ごされた存在となり、社

会的な問題として重要視されていない。しかし、家族へのケ

アを担うYCの問題は、子どもたち自身の問題だけでは済ま

されない。低所得や虐待、教育に関する養育環境や、大家族、

ひとり親などの家族形態、さらには障害者や少子高齢化の問

題など、あらゆる視点と切り離すことができない複雑な背景

を持つ子どもの問題なのである。

　そこで本研究では、家族へのケア役割の担い手となってい
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る子どもの実態把握を第1の目的とし、さらに彼らが抱える

問題や、必要な支援体制についても明らかにしていくことと

する。
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第2章

調査方法と質問紙の検討に関する

　　　　　予備調査



第1節 予備調査1

1．問題と目的

　平成18年度に行われた総務省『社会生活基本調査』によれ

ば10－19歳の未成年でr介護・看護」r家族の身の回りの世話」

を主または同時行動として行っているのは、全体の約0．5％

であった。このような結果が出ているにもかかわらず、日本

においては、一部の質的研究はあるものの、YCに関する公的

な統計上の調査や取り組みはほとんどない。

　そこで予備調査として、YCに関する調査方法の検討と、大

まかな実態把握を行うことを目的とする。

2．調査方法

　調査対象者は、教員免許状認定講習に参加した、A県内の

幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校に勤務す

る教員151名と、X大学院に通う現職教員7名の計158名に

ついて質問紙調査を行った。

　質問紙は、平成21年度に勤務していた学校について回答を

求め、①教員自身が回答する項目、②YCと思われる児童生徒

について回答する項目で構成されている（巻末資料1）。

　①では、平成21年度に教員が所属していた学校種と、全校

生徒数について記入を求めた。②では、学校内のYCと思わ

れる児童生徒の有無とその人数、YCと思われる児童生徒の全
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体的な特徴について記入を求めた。調査期間は平成22年8

月11日である。

　なお、各項目については、イギリスのYC実態調査で用い

られた0NS（1996）の質問項目を参考にした。

3．結果と考察

　対象者数158名のうち、回答に欠損のなかった145名を有

効回答とし、単純集計を行った。その結果、145名中31名の

教員が、昨年度勤務していた学校にYCと思われ生徒が存在

していたと回答した。

　31名の教員が勤務していた学校の生徒総数は12912名で、

そのうちYCと思われる生徒は83名であった。このことから、

今回の調査では0．64％の児童生徒が、家族のために何らかの

ケアを行っているということがわかった。

　YCと思われる生徒の特徴を、r家庭内役割（Tab1e2－1）」

「学校生活上の課題（Tab1e2－2）」「環境因子（Tab1e2’3）」

の3つに分類した。なお質問項目は13項目で、当てはまるも

のすべてに回答するよう求めた。

　その結果、彼らが最も多く行う家庭内役割は、「家事全般」

で、次いで何かしらのケアを必要とする家族の「身辺介護」

であった。学校生活上の課題は、前項目とも該当する生徒が

多かった。申でもr欠席」に関する2項目とr友人関係」に

関する課題を抱えている場合が多いという結果であった。
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　今回の調査は、対象者である教員の学校種・人数・地域に

ばらつきが見られ、また前年度の生徒について回答を求めた

ためはっきりとした子どもの人数までは把握できなかった。

しかし、今回の調査結果から、やはり日本においてもYCと

思われる生徒は少なからず存在することが明らかとなった。

　YCの年齢分布は、5歳以下1％、5・10歳29％、11－15歳

57％、16－18歳14％であった（YCRG，2003）。先行研究でも

11・15歳で50％以上を占めていることから、本研究でも対象

を中学生に絞り調査を行う。さらに地域も考慮し、新たに実

態把握のための調査を行う必要があると考察する。

Tab1e2－1　家庭内役割（人）

身辺介護　家事全般　移動介助　金銭管理　　通訳　　　保育

10　　　　17 5　　　　　2 4　　　　　3

Table2－2　学校生活上の課題（人）

欠席による

学力不振

13

友人関係の

　乏しさ

病気以外での

　　欠席

14　　　　　　　15

身だしなみ

10
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Tab1e2－3 環境因子（人）

家族の中に障害児・者 家族の中に長期入院者
その他

がいる がいる

14 10

「その他」に記入された回答については、Tab1e2－4に示す。

Table2－4 その他

1 母子・父子家庭に多かった気がする

特別支援学級の生徒の母親が知的障害を持っていて、父親も
2 いなくて、おじいちゃんに世話してもらっている生徒がいた。

生徒は知的障害があったが母親の方が重い

3 弟か妹の世話をしている（母親がパチンコに行っているの
で）・幼稚園か保有園の迎えに行っている
欠席・遅刻が多いため学習についていけない。姉妹で1」1さい

4 弟妹の世話をしているのであるが、時折姉妹のどちらか一人
に任せて非行すれすれの遊びをしていた。

5 炊事洗濯などお手伝いレベルの子は確かにいます。（コンスタ
ソトにではなく親のコンディションに左右される）

6 母親がうつ病
7 特に介助まではしておらず、家事手伝い程度であった。
8 書類などは民生委員か社協が管理

欠席・遅刻が多いため学習についていけない。姉妹で1」1さい
9 弟妹の世話をしているのであるが、時折姉妹のどららか一人

に任せて非行すれすれの遊びをしていた。

私の担当する生徒の弟や妹は、家族の介護を幼いころからや
っている。医療的ケア（気切部吸引・経管栄養）は幼稚園の子

10 らからやっている。両親の不在時や家事が忙しそうな時間帯
は、彼らが兄の医療的ケアをする。中学までは普通校に通っ
ていたため、母親が校内にいない時の吸引は弟の役目だった

2年前普通校に勤めていた時は該当者がいた気がする。「病気
以外の理由で欠席」と「身だしなみが整っていない」に当て

11 はまるような子どもは何人かいた。
親の世話をしなくても、親にかまってもらえない状態の児童
はたくさんいました
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第2節 予備調査2

1．問題と目的

　予備調査1で、YCと思われる子どもが少なからず存在する

ことが明らかとなった。そこで、対象を公立中学校に通う生

徒に限定し、YCもしくはYCと思われる生徒がどの程度存在

しているのかについての実態把握と、質問紙の検討を行うこ

とを目的とする。

2．調査方法

　調査対象者は、A県B市の公立中学校13校に勤務する、

通常学級と特別支援学級の担任教員250名。A市教育委員会

の協力のもと、学校長を通して各学年の担任教員に質問紙を

配布・回収した。

　質問紙は、0NS（1996）とYCRG（2003）の質問紙を翻訳

し、2部構成で作成した（巻末資料2）。

　1つは回答者全員の基本情報に関するもので，①担任して

いる学年、②クラスの人数、③クラス内のYCの有無、④YC

のクラス内人数についての回答を求めた。③で「クラス内に

YCがいる」と回答したもののみ、2つめの質問紙への回答を

求めた。2つめの質問紙の内容は、①YCと思われる生徒の性

別、②YCがケアを行っている人数、③ケアを必要とする家族、

④家庭状況、⑤ケアしている家族の困難状況、⑥ケア内容、

16



⑦ケア従事時間の7項目である。

　調査期間は、平成23年2月8日から2月21目である。

3．結果

（1）回答者の担任学年（Fig．2－1）

　対象校13校中5校106

名の学級担任教員から回　　　40－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　31
答が得られた。回収率は
　　　　　　　　　　　　　　　人42．0％であった。回答が得　　　数20ふ一　　　＿一一一

られたのは、通常学級担任　　　　　　　　　　　　　8

教員98名、特別支援学級　　　　O。一一＿、　　　　…。＿＿r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年　　2年　　3年　特別支援
担任教員8名の計106名で

あった。　　　　　　　　　　　　　Fi92－1回答者の担任学年

（2）回答者が担任する学級内でのYCの有無と人数（Fig．2－2）

　YCと思われる生徒が、

学級内にいると回答し

たのは5名であった。う

ち1名は学級内に2名い

ると回答した。

100一

全・・1一

　　　5
0！一一I■■

　　いる

82

　いない　　わからない

Fig－2－2　YCの有無
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（3）生徒総数とYCの存在率（Tab1e2－5）

　回答が得られた5校の生徒総数は3559名で，そのうち6

名の生徒が家族に対して何らかのケアを行っていた。このこ

とから，YCもしくはそれにきわめて近い生徒がO．17％存在

することが明らかとなった。

　　　　　　Table2－5　生徒総数とYCの有≡在率

YCと思われる生徒

生徒総数

人数

6名

3559名

存在率

O．17％

（4）YCと思われる生徒の学年（Fig．2－3）

　YCと思われる生徒の学年

は、1年生が1名、2年生2

名、3年生が3名であった。

1年生1名は特別支援学級に

在籍する生徒であった。

　　　　　　　　2会・・皿1一　　　　一…

　O…一　　　　f　　　　・　一　一一・
　　　1年生　　　2年生　　　3年生

　　Fig．．2－3　YCと思われる生徒の学年

（5）YCと思われる生徒の性別（Fig．2・4）

　生徒の性別は、1年生が男

子。名、。年生が女子。名、　4：→0一→
・年生が男子・名女子・名で数 P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子　　　　　　女子あつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig－2－4　YCと思われる生徒の性別

　　　　　　　　　　　　　　18



（6）YCが主にケアをしている家族（Fig．2－5）

　YCが主にケアをし　　4Ir■　’3……川…I……………一L3株1……0

∵1∵」lll・止上⊥1
　　　　　　　　　　　　　　父親　　　母親　　　祖父　　　祖母　　きょうだい　その他

が3名、「祖父母」が1　　　　　Fig2－5YCが主にケアしている家族

名であった。「きょう

だい」の項目で、白身のきょうだい2名をケアしている生徒

が1名いたため合計数は7名になっている。

（7）YCと思われる生徒の家庭状況

　YCと思われる生徒の家庭状況については、2名のみ回答が

得られた。仕事などで、成人が家にいない場合に同居する祖

母のケアを担っている生徒と、母親が食事の準備などをきち

んとこなせないため、日常的に家事を手伝っているという生

徒がいた。なお後者、特別支援学級に在籍する生徒であった。

（8）ケアを必要とする家族の困難原因（Fig．2－6）

　ケアを必要とする家族の

困難原因は、「身体障害」3

名、「知的障害」2名、「精神

障害」2名であった。なお、

きょうだい2名をケアして

いる生徒のきょうだいが、

4一

人2
数

O 　　　　O　O　O　O　O

身知精長母父外そ体的神期子子国の障障障人家家籍他害　害　害　院　庭　庭
　　　　中
Fig2－6ケアを必要とする家族の困難原因
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「身体障害」と「知的障害」に該当するため、人数の合計が

7名となっている。

（9）YCが行っているケアの内容（Fig．2－7）

　ケアを必要とする家　　6。＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

ζ∵∵∴∵㌔∴÷■■二
　　　　　　　　　　　　　家身形薬通金きそ未名、「家事全般」1名「移　　　茎界界窪訳警世ξ程突
　　　　　　　　　　　　　般　助　助　理　　　理話だ
動介助」1名となってい　　　　　　　　　　　　易
　　　　　　　　　　　　　　　Fig2－7YCが行っているケアの内容
だ。そのうち、「身辺介

助」とr移動介助」の2つのケアを担っている生徒が1名い

た。未記入は4名であった。

（10）YCが行っている1週間当たりのケア従事時間（Fig．2－8）

　1週間当たりのケア従事時間は、「O－4時間」が1名、「35－49

時間」が1名、「わからない」と回答したのが2名、未記入が

3名であった。

　　金・j1一…一一一一て　一　一一…
　　　二亡■［O　£、、O］［王　O＿ニニ

　　　　　0512351わ未　　　　　急急師萬三萬三萬三蟻蔓芙

　　　　　間間　9499間い
Fig．2－81週間当たりのケア従事時間

20



4．考察

　今回の調査で、A市の公立中学校に在籍する生徒のうち、

O．17％がYCもしくはそれにきわめて近い存在であるという

ことがわかった。

　ケアの内容では、「家事全般」「身辺介助」「移動介助」の役

割を担っている場合が多かった。このことから、YCと思われ

る生徒は、日常的にケアに従事せざるを得ない状況にあると

推測される。

　また、家庭状況としてr高齢者のケア」と、r障害児・者へ

のケア」を担っている2つのケ』スが見られた。後者の生徒

の中には、特別支援学級に在籍する生徒も含まれており、自

分も何かしらの困難を抱えながらも、親へのケアを担ってい

るという興味深いケースを発見することができた。

　この2つの家族の家庭状況を踏まえ、やはりYCの行うケ

ア内容は、超高齢化社会における家族の介護負担の増大に密

接に関係してくる課題であるといえる。さらに、障害のある

生徒が、障害のある親のケアを担っている事例は、障害児が

成人を迎え、家庭を持つ際に、全く同じ困難に直面すること

が予想される。そのため、障害のある人の一生涯にわたる支

援や、家族支援について整備されていく必要性の高い問題で

あると思われる。

　しかし、今回の調査ではYCが行っているケアが、介護や

看護に関するrケア」と捉えられていた可能性が高かった。

ケアを必要とする家族の困難原因について、選択項目に、r母

子家庭」「父子家庭」「外国籍」などの項目も入れていたが、
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今回の調査では障害を理由としたもののみが困難原因となっ

ていた。

　このことから、一般的な「家事」と、YCが行っている「ケ

ア」との違いについて明確に提示していく必要があると思わ

れる。

　さらに、回答者である教員が、生徒の家庭状況に関して十

分に把握していない、あるいは生徒自身が教員へ家庭の状況

を話していないということも推測された。

　以上のことを踏まえ、質問紙の構成や用語について改編を

行い、YCもしくはYCと思われる生徒の存在率だけでなく、

ケアによる影響についても明らかにしていく必要があると考

察する。
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第3軍

ヤングケアラーに関する

　　　質問紙調査



第1節　　目的

　予備調査では、YCいう子どもの実態について教員にうまく

伝えることができなかった。そのため、用語をrヤングケア

ラー」から、「家庭内役割を担う生徒」に変更し、予備調査と

ほぼ同じ中核都市の公立中学校で、改めて調査を行うことと

した。

　なお、調査はA県C市と、D県E市の2市で行い、YCも

しくはYCと思われる生徒がどの程度存在しているのか、実

態把握を行うことを目的とする。
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第2節　　方法

1．対象

　A県C市と、D県E市の公立中学校39校に勤務する担任

教員495名を対象に、質問紙調査を行った。その結果、39校

中18校140名から回答が得られた。なお、回収率は46．1％

であった。140名の教員が担任するクラスに在籍する生徒の

総数は4285名であった。

2．調査方法

　予備調査2で使用した質問紙（巻末資料2）を改編し、平

成22年度担任しているクラス全員について回答を求めた（巻

末資料3）。質問紙は各校に直接郵送にて配付し、特別支援学

級も含む学級担任に配布を依頼した。各学校で取りまとめた

ものを返信用封筒に入れ、調査者宛に郵送にて回収し仁。

3．調査期間

　2011年7月8日～8月5日

4．調査内容

　質問紙は、「I．担任しているクラスについて」「皿．YC

と思われる生徒について」の2つに分け、クラス全体につい

て聞いたあと、YCと思われる生徒の詳細について回とを求め

た。質問項目の概要は以下の通りである。なお、Iの（2）■

の（2）については複数回答可とした。
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「1．担任しているクラスについて」

（1）学年・クラスの人数について

（2）生徒の様子

　1）家庭内役割について

　担任するクラス全体について、以下の7項目を行っている

生徒がいるかどうかと、その人数について回答を求めた。

　①家事全般の役割を担っている

　②介助が必要な家族の、食事・入浴・排泄・着脱などの身辺介

　肋を行っている

　③介助が必要な家族の、歩行や外出先への同行など、移動介助

　を行っている

　④＝1ミュニケーションに困難のある家族の、手話や外国語の通訳

　の役割を担っている

　⑤きょうだいの世話の多＜を任されている

　⑥家族に関わる書類や金銭の管理を行っている

　⑦家族の薬の管理・投与を行っている

　2）学校生活上の問題

　家庭内役割が多いことが原因で起こると思われる学校生活

上の問題について、以下の9項目に該当する生徒がいるかど

うかについて回答を求めた。

　①遅刻1早退が多い

　②病気以外の理由による欠席が頻繁にある

　③クラスメイトとの関わりが薄い

　④保護者の承諾を得なければならない書類等の忘れ物が多い

　⑤身だしなみが整っていないことが多い
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　⑥授業中に集中カを欠いたり、居眠リをすることが多い

　⑦お弁当を持ってこないことが多い

　⑧宿題を忘れたり、準備物の忘れ物が多い

　⑨部活に入っていなかったり、休むことが多い

　3）相談の有無

　家庭内での役割等について、本人もしくはその他のクラス

メイトから、相談があったかどうかについて回答を求めた。

「2．YCと思われる生徒について」

　Iの学校生活上の問題に関する項目に、1つでも「はい」

に該当する生徒がいた場合、その人数について回答を求めた。

さらにその中から、教員が最も気になる生徒1人ないし2人

について、以下の3項目への回答を求めた。

　（1）性別

　（2）家庭内役割を担っている理由

　（3）1週間当たりのケア従事時間
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第3節 結果と考察

1．担任しているクラスについて

（1）過大な家庭内役割を担っている生徒の存在（Fig．3－1）

　通常のお手伝いの範囲を超えると思われる7つの家庭内役

割について、それを担っている生徒がどれくらい存在するの

か回答を求めた。その結果「家事全般の役割を担っている」

と「きょうだいの世話の多くを任されている」の2項目に該

当する生徒が非常に多かった。

　60　　一一一　　　　一一　　　　　　一一　　　一一　　　　…一一　一一一　一…一

　　　1・・　、＿＿＿．．．．」」…．　、、．．42

　401一

　20に　　　　一一一…一一　　　　　　一一一一　十3　　　一一

　　　　　　　　5　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　0

　　　　家身形通き金薬　　　　事　　　辺　　　動　　　訳　　　よ　　　銭　　　の
　　　　全　　　介　　　介　　　　　　　う　　　管　　　投
　　　　般　　　勤　　　勤　　　　　　　だ　　　理　　　与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話
　　　　　　1＝i＆3－1過大な家庭内役割を担っている生徒の存在

　YCの担う役割として、r家事」は最も多く手掛ける作業で

ある（三富，2000）。イギリスの児童児介護者調査においても、

家族の食事の用意や、掃除・洗濯をするなどの家事作業1ヰ、

家族の疾病や障害に関わらず、多く担われていることが報告

されている（柴崎，2005）。しかしながらそれは、ほとんどの

子どもにとって、r生活の一部」であり、当たり前に行わなけ

ればならない事柄なのである。
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　このことから、YCは家庭状況に関わらず、日常生活を営む

上で欠かすことのできない、多くの役割を担っていることが

わかった。また、今後YC問題を取り上げる際、特別な役割

を行っていることから彼らを捉えていくよりも、家事やきょ

うだいの世話といった、日常生活での役割を中心に捉えてい

く必要があると考察する。

（2）過大な家庭内役割による学校生活上の影響（Fig．3－2）

　家庭内役割が多いことで発生すると思われる、学校生活上

での9つの特徴について回答を求めた。9項目のうちr保護

者の承諾を得なければならない書類などの忘れ物が多い」と

「宿題を忘れたり、準備物の忘れ物が多い」の2項目に該当

する生徒が多かった。しかし、それ以外の特徴を示すとの項

目も全般的に多かった。

　　30
　　　　　　　　　23　　　　　　　　　24

　20
人

　10数

　　O

病友書募集お窩部気人類だ中井題活以関のし力当等に外孫忘な　・　をの　入のがれみ居持忘っ竃　姦　壕　　　弩　あぞ　揚　紙
　　　　　多　　　　　るこ　が　ちな
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　YCRGの調査の中でも「忘れ物」は家庭内での役割が多い

時に発生することが示されていた。こうしたことから、忘れ

物の多さは、家庭内役割の多さが反映しやすい重要な特徴で

あると思われる。本調査でも、こうしたやむを得ない状況に

いるYC児は多く存在していた。子どもを身近に見ることが

できる教員はYC児の存在を知り、彼らの学校生活に少しで

も明かりがともるような支援が求められる。

（3）家庭内役割についての生徒からの相談の有無（Tab1e3－1）

　家庭内での役割について、生徒もしくはその生徒の友人か

ら相談を受けたことがあると回答したのは、140名中17名の

であった。

　Tab1e3－1　家庭内役割についての生徒からの相談の有無

人数

ある 17名

ない 123名

　本調査では、約14％の教員が直接あるいは間接的に、家庭

での役割について相談を受けた経験があった。S．ベッカーら

が行った調査によれば、YCの33％が教員に自分が要介護者

を看ているということを話していなかった。さらに同調査で

は、YCの28％が友人に介護のことを話していないという結

果も出ている。

　YCの多くは、自分たちの行っている役割について、改めて
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相談することは、それほど多くは無い。なぜならそれが彼ら

にとっての日常だからである。しかし、その役割の多さゆえ

に生じる、学力や友人関係などの二次的な困難については、

少なからず感じ取ってほしいと思っているかもしれない。本

調査では、学級担任にのみ調査を行ったが、学校でのエスケ

ープゾーンである保健室と養護教諭の存在は大きい。教員同

士の連携は、YCを「見えない患者」にしない第一歩であると

考察する。

2．YCと思われる生徒について

　140名の教員のうち、学級内にYCと思われる生徒が存在

すると回答した、31名の回答結果を（1）から示す。

（1）YCと思われる生徒の存在率（Ta阯e3－2）

　18校の生徒総数は4285名で、そのうち55名の生徒が、家

族に対して何らかのケアを行っていた。このことから、YCと

思われる生徒が1．28％存在することが明らかとなった。この

結果は、0NSの調査で明らかとなった児童の存在率の約2倍

という結果であった。

　　　　　Table3－2　YCと思われる生徒の有1在率

YCと思われる生徒

人数

55人

存在率

1．28％
生徒総数 4285人
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　なお、今回の調査では、クラス内で気になる生徒1名ない

し2名について詳細な回答を求めたため、Fig．3－1からは、

55名中36名についての調査結果を示す。

（2）YCと思われる生徒の学年（Fig．3－3）

20　一　一一　一一　一一一　一一

　i

　1　　1／

0・…一・・一・

　　　　／年

一一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　16

　7

　2年　　　　　　3年

　2

特別支援

　　　　　　　　　　　　1二ig－3－3学年

　1年生11名、2年生7名、3年生16名、特別支援学級2

名であった。なお、特別支援学級の2名の生徒は、どちらも

2年生であった。

　学年別に見てみると、3年生が若干多かったが、全体的に

どの学年にもYCと思われる生徒は存在した。

　2003年に行われたYoungcarersUKの調査によれば、介

護の継続期間は、3年以上5年以下が最も多く（44％）、これ

に2年以下（36％）、6年以上9年以下（18％）10年以上（3％）

と続く（三富，2008）。

　本調査では、ケアを行っている期間や開始年齢については

調査を行わなかった。しかし、少なくとも、学年が上がるに

つれ、担う役割は増えていくと思われる。特に本調査で多く
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見られた、「きょうだいの世話」や「家事」は日常的に行うも

のであり、いつ責任を果たし終えるのか見通しのつかない役

割である。また、本調査で明らかとなったYCと思われる生

徒の多くは、母子・父子家庭であった。このことから、全員

が少なくとも1年以上は継続した役割を担っていることが推

察される。唯一年齢の上昇と共に減少する役割は「きょうだ

いの世話」とされているが、幼いきょうだいの多さは、ケア

の連続を余儀なくさせると考えられる。

　こうした家族構成とYCの年齢の上昇は、家庭内役割の高

度化と長期化していくことを示唆している。終わりの見えな

い役割について、彼らを取り巻く環境が、どうサポートして

いくかということが重要な問題であると考察する。

（3）YCと思われる生徒の性別（Fig．3－4）

　36名中家庭で何らかのケアを行っている生徒は、男子13

名、女子23名であった。

人

数

30

20　トー一一…一

10≡

男子 女子

Fig．3－4性別

イギリスで行われた調査では、約40％が男子、約60％が
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女子という結果となっていた。本調査の結果は、男子36％、

女子64％であり、イギリスの調査とほぼ同じ男女比であった。

　介護の担い手の多くは女性である。それは、介護を担う子

どもにも共通に認められるものであるが、三富（2000）は、

少女達は、ジェンダーに基づく世間の常識のゆえに介護を弓1

き受けると指摘している。「家族愛」といった名のもとに、女

性による家族介護や家事労働が、シャドーワークとして、捉

えられてきたことを考えるとするならぱ、児童による家事労

働を問い直す必要性があると柴崎（2005）は指摘する。

　日本はまだ、性別による役割分業の意識が高い国であると

思われる。しかしひとり親家庭の増加や少子化の問題は、そ

うした分業にとらわれられない状況もある。本調査でも、ひ

とり親家庭で一人っ子の男子の割合は少なくなかった。さら

に、きょうだいが多い家庭やきょうだいがまだ幼い家庭の長

男は、下に女児がいたとしても、役割を担う可能性は高かっ

た。このことから、やはりYCの問題と性別の問題は切り離

すことはできない。また、こうした家族構成と家族にどのよ

うなケアが必要なのかということも、性別による分業が大き

く関係する問題であると考察する。

（4）YCが家庭内役割を担っている理由（Fig．3－5）

　「家族の中に障害児者がいる」4名、「家族の中に長期入院

者がいる」1名、r母子家庭もしくは父子家庭である」16名、

「保護者が外国籍である」3名、「保護者の帰りがいつも遅い、
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もしくは家を留守にしがちである」10名、「その他」10名と

いう結果であった。「その他」の項目では、「幼いきょうだい

の世話を担っている」「きょうだいが多い」等のきょうだいの

世話に関する回答が多かった。

人

数
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　　　　　　Fig．3－5YCが家庭内役割を担っている理由

そ

の

他

　ケアを担う理由については、複数回答可の項目ということ

もあり、「母子家庭もしくは父子家庭である」と「保護者の帰

りが遅い、もしくは留守にしがちである」の両方を選択して

いる場合が多かった。「その他」の自由記述では、主に「きょ

うだいが多い」や「幼いきょうだいがいる」という回答が多

かった。保護者が留守にしがちであることや、その他の項目

に関することは、先行研究と必ずしも合致する結果ではなか

った。しかし、他の4項目については、先行研究で示された

YCである子どもの家庭状況と合致した。

　子どもは、両親によって経済的にはもとより、精神的にも
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保護され成長する地位にあると考えるのが常である。しかし

ながら、親が病気や障害を抱えることは、子どもの介護者化

の引き金となる（三富，2010）。また、家族構成は、子どもの

介護者化に大きな影響を与えることは、学年や性別の結果で

も明らかとなっている。家族に要介護者以外の大人がいるな

らば、多くの子どもが介護責任を負うことはない。また、要

介護者が、サービスを必要に応じて利用することができるな

らぱ、子どもの介護者化を避けることが可能となる。しかし

ながら、イギリスでの調査によれば、被介護者を親に持つ時、

そこには低所得と貧困の問題が存在するとしている。低所得

と貧困問題はYCの生活に密接に関係しているのである。

　現在日本においても、こうした家族の新たな問題として子

どもの貧困が注目されている。家族支援を観点としたYCへ

の適切な支援や情報の提供は、教員や地域住民の力が重要な

役割を果たすものであると考察する。

（5）1週間当たりのケア従事時間（Fig．3－6）

　　1週間当たりのケア従事時間は、rO－4時間」10名、r5－9

時間」3名、「10－19時間」2名、「20・34時間」3名、「35・49

時間」1名、rわからない」17名という結果であった。

　1週間のうち、20時間以上家族へのケアに時間を費やして

いる生徒が約11％存在した。2001年に行われたイギリスの

『国勢調査』によれば、5歳以上17歳以下の介護を担う子ど

もの16．2％は、週20時間以上49時間以下に亘って日常生活
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上の援助を担っているという結果が出ている（三富2010）。
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Fig．3－6　1週間あたりの従事時間

　ケアの時間が長ければ長いほど、家庭の中でr自分の時間」

を持つことが難しくなってくる。学校への遅刻や欠席もケア

従事時間の影響の一つである。イギリスの調査によれば、義

務教育年齢にある児童の4人に1人が家族介護を理由に欠席

していることを伝えている。

　しかしYCは、自発的に遅刻や欠席を選択したわけではな

い。介護のために学校に通う時間を確保できず、宿題や予習

に時間をさけないことがあると三富（2000）は指摘している。

　YCは、宿題や予習ができず、授業についていけないことか

ら、学力が落ちるといった学習上の課題を抱えるものも多い。

　しかしながら、たとえ担任に家庭の事情を話し、ある程度

の考慮をしてもらえたとしても、他の教員までその理解が進

んでいるとは言い難い。このことは、YC白身の問題だけでは

なく、学校生活に何らかの困難を持つ子どもたちすべてに言
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えることでもある。子どもと身近に接する機会の多い教員や

学校関係者は、彼らが学校と家庭の板挟みでもがいているこ

とに気付く必要があるといえる。子どもの声に耳を傾けるだ

けでなく、子どもが語れる雰囲気を作り出すことも重要な課

題であると考察する。
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第4節　　まとめ

　本調査では、母子家庭や父子家庭による保護者の不在から、

家事やきょうだいの世話を担い、YCとなったものが多く存在

した。この結果は、先行研究の結果とは必ずしも一致するも

のではなかった。現代の家族形態の変化に伴い、今後増えて

くるであることが示唆された結果となった。また、YCは家庭

での役割を達成するために、自分の欲求を押し殺しているこ

とが多いことが推察された。ケアや役割を担うことによる二

次的な要因として、多くの子どもが学校生活上で何らかの困

難を抱えていることが明らかとなった。しかしながら、YC自

身もしくはその友人から家庭内の役割について相談を受けた

のは、全体の約14％でしかなかった。

　三富（2000）は、在宅介護を担う児童は、介護の様々な負

担に応じながら、社会生活の機会を失っていくと指摘してい

る。また、YCの親たちの多くは、わが子がr普通の児童」の

ようには外出できないことや、学校生活上の困難を抱えてい

ることを知っている。しかし、役割の多さゆえに生じた社会

生活や友人関係の制限をやむを得ないとしていることが多い

と述べている。

　2003年に行われたYoungcarersUKの調査によれば、介

護の継続期間は、3年以上5年以下が44％と最も多く、次に

2年以下（36％）、6年以上9年以下（18％）10年以上（3％）

という結果を示している。彼らの行う役割の多くは、日常生

活に欠かすことのできない家事や、幼いきょうだいの世話で
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あった。そのため、YCの多くは、いつ責任を果たし終えるの

か、見通しをつけることさえもままならない。ましてや身体

的にも精神的にも生育途上にある子どもにとっては短くない

期間であると三富（2008）は指摘している。

　YCの多くは学校に通いながら家族のケアを行っている。個

人差はあるものの、様々な教育的・生活的課題を抱えていた。

こうした彼らの抱える様々な課題は、家族形態や生活する環

境が大きく関係することが本調査でも明らかとなった。また

現在、核家族や、一人っ不世帯が増える中で、こうした家庭

生活の問題と、ネグレクトとの境目をどう見極めてるのかと

いうことは重要な課題である。

　YCの問題は子どもの自身の特別な二一ズなのではない。彼

らと生活を共にする家族を含めた支援体制を整えていくこと

が、喫緊の課題であると考察する。
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第4軍

インタビュー調査



第1節　　目的

　第3章で行った質問紙調査からYCと思われる生徒の実態

を把握することが出来た。そこでさらに具体的な生活上の実

態を明らかにし、必要なケアについて考察することを目的と

する。
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第2節　　方法

（1）対象

　第3章の質問紙で調査への協力を確認し、承諾が得られた

教員11名を対象に行った。

　質問紙回収後、調査者が直接連絡を取り、各教員の勤務す

る学校に直接出向き、個別にインタビュー調査を行った。

（2）調査内容

　現在または過去に担任したYCと思われる生徒について想

起してもらい、①生徒の家庭状況、②教員のかかわり、③必

要と思われる支援についてとした。なお、インタビューはIC

レコーダーにて録音し、後目逐語録を作成した。対象者から

録音の了解が得られなかった部分も一部あったため、その部

分に関しては文字化を行わなかった。所要時間は、1人あた

り10分から60分程度であった。

（3）調査期間

平成23年8月23目から9月1日

（3）分析方法

　逐語録をもとに、生徒の家庭生活と学校生活の状況と困難

点について分析を行った。
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第3節 結果と考察

（1）YCと思われる生徒

　A県C市と、D県E市で、YCと思われる生徒の担任教員

11名にインタビューを行った結果、現在あるいは過去に担任

した生徒の中からYCと思われる18名について話を聞くこと

ができた。文字化が行えなかった2名を除いた16名を有効回

答とした。

（2）YCと思われる生徒の家族構成（Fig．4－1）（Tab1e4－1）

　16名の生徒の家族構成はTab1e4・1の通りである。なお、

過去に担任した生徒については、当時の学年で示している。

　16名の生徒のうち、両親のいる家庭の生徒5名、ひとり親

家庭の生徒7名、両親はおらず祖父母と暮らしている生徒は

2名存在した。残りの2名は、はっきりとした家族構成が分

からなかった。なお、ひとり親家庭で、祖父母や親せきと同

居している生徒は4名であった（Fig．4－1）。YCRG（2004）

の調査によれば、56％の子どもがひとり親家庭であることが

示されている。

　　　　　　　　その他　　　　　　　　　両親あり

　　　　11妙竺繭1％
　　　　　　12％

Fig，4－1　家族構成
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　ひとり親家庭で、家庭の中に成人がいない3名（Cさん、F

さん、Jさん）は親がいない時間のほとんどを、1人もしくは

子どもだけで過ごし、家事全般をこなしているという状態が

見えた。また、両親のいる家庭の5名のうち2名は不登校の

生徒であった。

Table4－1　YCと思われる生徒の家族構成
学年 性別 家族構成

1 A君 3年 男子 母、A君、弟。その他の家族は不明

2 B君 2年 男子 父、母、兄、B着

3 Cさ 1年 女子 父、Cさん（兄2人（県外））

4 D君 3年 男子 祖母、D君、（姉、兄は近くに住んでいる）

5 Eさ 3年 女子 祖父、祖母、叔母、Eさん

6 Fさ 1年・1 女子 父、Fさん、弟

7 Gさ 3年・1 女子
父、母、性別不明のきょうだい4名、姉、

@Gさん、性別不明のきょうだい2名

8 Jさ 1年 女子 母、Jさん（近所「に祖母が住んでいる）

9 K君 不明 男子 祖父、祖母、母、K着

10 L君 1年 男子 祖父、父、L君

11 M君 1年 男子 父、母、M着

12 N君 1年 男子 父、母、兄2人、N君

13 ○君 3年 男子 父、母、H君、弟、性別不明きょうだい2名

14 P 不明 不明 母、P、その他の家族は不明

15 Q君 1年 男子 祖父、祖母、叔母、父、姉、兄、Q着

16 R君 1年 男子 祖父、祖母、叔父、母、R君、妹2人
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　日本の子どもたちは思った以上に不平等な現実の申に暮ら

している。0ECD30か国の中で、日本はひとり親家庭の貧困

率が一番高い国である。一方で、就労率は先進国でも最も高

いクラスにあり、ひとり親たちのワーキングプア状況が見え

てくる。また家族の所得の低さは、さまざまな不利を子ども

にもたらしてしまう。現代の子どもの貧困とは、お金の不利

だけでなく、子どもが暮らしている家族がうまく機能するた

めの社会的な条件が奪われた状態だと考えるべきであろう

（山嬰予；2010a）。

　日本の5人に1人のシングルマザーが2つ以上の仕事に従

事している（山野，2010b）。夜間などに親が働いて子どもだけ

で生活することも多い。このことは、本調査で明らかとなっ

たYC家庭の状態と類似している。また、山野（2010b）によ

れば、仕事と家事の両立による余裕のなさが、子どもと親の

関係性に影響を与えるという。ある研究では、6歳未満の幼

児を養育している母子家庭では、平日で46分しか育児に費や

せない。共働きの同条件の子どもの母親の平均は113分であ

ったとしている。こうした、経済的、時間的、精神的な余裕

のなさは、母子家庭だけでなく貧困家庭一般見られる特徴で

あると推察される。

　そこで，16名のYCと思われる生徒の家庭生活上の特徴に

ついて、（3）家庭生活についてに示すこととする。
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（3）家庭生活について（TabIe4’2）

　16名の生徒の家庭状況と、その困難点についてTab1e4－2

に示す。16名の生徒のうち、家事全般を担っているのは8名、

介護1名、通訳1名、きょうだいの世話を担っている4名、

その他5名であった。なお、担っている役割が複数ある生徒

もいたため、重複した数となっている。

　YCの担う役割として、「家事」は最も多く手掛ける作業で

ある（三富，2000）。それは、ほとんどの子どもにとって、「生

活の一部」であり、当たり前に行わなければならない事柄と

なる。しかし、介護を担う子どもがこぞって胸の内を明かす

ように、単身家族にあって、親が病気や障害を抱えるならば、

要介護者の日常生活上の援助は子どもの肩に圧し掛かるので

ある（柴崎，2005）。

　Tab1e4・2より、以下の3つが、YCと思われる生徒の困難

点として見えてきた。

①成人の協力がない

②きょうだいが多いまたは幼いきょうだいがいる

③親子のコミュニケ』ション不足

　父子家庭のFさんの場合は、他に家事を担ってくれる成人

がそばにいないため、選択の余地なく家事をやらなければな

らない状況にあると言える。しかしながら、本人は教員に対

し、「家事は楽しい」と話していた。
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Table4－2 YCの家庭生活について

生活状況 困難点

A君 A署の弟は、肢体不自由児である。母親が弟の送迎等を行う際に家事を行ったり、弟の介助を行うなどの役割を担っている 特になし

B君 父親は自衛隊で、現在も東北の支援に出ている。父親が不在となることが多く、また転勤も多いようである。 樹＝なし

Cさん
2人の兄は大学生で、他県で1人暮らしをしているため、Cさんは父親と2人暮らしであ乱
ｵかし、父親の職業上週1こ3日以上1人で過ごすことが多く、また、近くに親族もいないため、ほぼ毎臥家事全般を行わなければならない状況1こある。

週3目以上1人で過ごす
ﾟく1こ親族もいない

D君
姉と兄は独立しており、別生計である。小学生の時1こ繭親が離婚し、母方1こ引き取られたが、母親がすぐに死亡。

ｻの後祖父母に育てられていたが、つい先目祖父も死亡し、現在は祖母と2人暮らしである。なおD碧の親権は姉となっている。
特になし

Eさん
両親が離婚し、母方に引き取られたが、母親は死亡。母方の祖父母と叔母と生活している。

ｻ在父親との交流はあるものの、父親は副昏し他県で生活をしてい乱
特1こなし

Fさん

母親が亡くなったことをきっかけに父子家庭となった。刺ま小学校5年生で、風邪などで学校を欠席する場合は

ヰeの代わりにFさんが学校を休んで看病を行っていた。
ﾆ專全般の役割の全てをFさんが担っていた。学校が終わると、夕飯の寛い物や支度をするという生活をしていた。

特になし

Gさん

Gさんは下から3番目で、当時中学3年差。下1こは小学生と、産まれたばかりの赤ちゃんのきょうだいがいる。

ｵかし、両親は共働きで、仕事もいくつか掛け持ちしていたため、幼い2人のきょうだいの世話をGさんが担っていた。
繧ﾉ姉や兄がいるにもかかわらず、気が利き仕事ができたため、Gさんは炊事、掃除、洗濯等の家事全般も任されていた。
ｫょうだいの慢話をし、10人分の食事の用意を朝と晩1こ行わなければならなかったため、家にいる間はほとんど家族のために時間を費やしていた。

きょうだいが多い

轤ﾌきょうだいから協力が得られない

ﾆ事をこなすの1二精一杯

Jさん 近く1＝祖母も住んでおり、母親が仕事で遅くなる時はJさんの食事の用意をすることもある。しかし、ほぼJさんが1人でこなしているようである。 特になし

K君 母親が精神的な疾患を患っており、何かにつけて学校ヘクレームをつけていたため、行政機関と連携し対応してもらっていた。 母親の養育状況

L君
祖父と父親は働いており、家事らしい家事ではないがL君が担うことが多いようであ乱

ヰeはL君の高校進学を望んでおらず、卒業後は働いてほしいと希望している。
生活全般

M着 母親がフィリピン人で、日本目吾を話せないため、外出時にはM潜が通訳をすることがあるようであ乱 特になし

N屠 自営業のため、母親との生活リズムがずれ 生活リズムのズレ

○君

0君が幼いきょうだい3人の世話を担うこと1こより、両親は働きに出ることができているという現状である。
齔eはr学校に行きなさいと言っている」とはいうものの、“o君が学校に行かずに家1こいてくれることが助かる”と思っていることが会話の節々から伝わってきてい七 特になし

P 母親のネグレクト1こより、他県から児童養護施設に入所し学椥こ通っていた。 ネグレクト

Q君 祖父母と同繕しているが、家事はきょうだい3人で分担して行っている。また、祖父母と共1こ畑仕事を手伝う

宿題がおろそか1こなることがある。また、父親との

ｶ活リズムが違うため、コミュニュケーションが取り

ﾉくいようである。

R潜

家庭での役割として家事全般を担っており、小学生の妹達の世藷も担っている。
齔eもR君に家事を任せている所もあり、上手1こ妹たちに仕事を振ることができないでい乱
ｻのため、母親が仕事でいない間1ま、家事に時間を使っているようであ乱

失敗したり、終っていなかったら母親から怒られる

ｯ居の家族からの協力が得られない。



　16名の生徒のうち、8名の生徒について「困難点はない」

と教員は感じていた。通常家庭での役割が多いことは、ネガ

ティブなもののイメージを重ねてしまいがちである。しかし、

それらが日常的に“当たり前”のものとして溶け込み、そこ

を土台にして構築されていくポジティブな暮らしもあるので

ある（ケアする人のケア研究所，2003）。

　しかし、必ずしもケアすることが子どもの生活を脅かして

いないとは言い切れない。Gさんと0君は両親がいるにもか

かわらず主な担い手として、役割を担っている。この2人に

共通している点があるとするならば、両親が共働きで、幼い

きょうだいがいるという点である。qさんの場合は、上に高

校生やそれ以上のきょうだいがいるにもかかわらず、朝夕の

食事の準備を行わなければならないのである。

　先行研究では、両親が揃う家庭では、役割の比率ははっき

りと低下するとされている。しかし0君の担任は、0君が不

登校であることが、両親にとってはきょうだいの世話を任せ

るこ．とで、仕事に行くことができると解釈しているように感

じたと語った。

　澁谷（2009）の聞こえない親を持つ聞こえる子ども「コー

ダ」へのアンケート調査では、親が聞こえないことよりも、

むしろ親が聞こえないことに対してのまわりの人が否定的な

見方をすることの方が負担になるという結果が出た。アンケ

ートに答えたコーダの約90％が、周りの聞こえる大人から、

r大変ね」rかわいそう」rあなたが頑張るのよ」と言われた

経験があると答えている。そいう言葉を口にするのは、親戚
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や近所の人、学校の先生、親の友人、自分の友達やその親、

手話学習者、街の人、ろう者など実に様々である。

　このことは、コーダに限らず、YCや、一人親家庭の子ども

たちにもかけられるであろう言葉であることは容易に推察す

ることができる。

　軽くない介護が及ぼす負担は、生活時間の拘束を招き、介

護者の不本意な非労働力化を余儀なくさせる。また、生活の

困窮状態が、子どもに及ぼす影響も多い。頼るべき親族も友

人も少なく、家族だけで育児を行わなければならない家庭は

少なくない。さらに子どもは、保護者の行動を見て、状況を

感じとり、保護者のから多大な影響を受けて成長していく。

保護者が、社会的地位の中で孤立したり、傷ついたりしてい

る場合は、その子どもも同じように孤立し、傷ついているケ

ースがほとんどである（入海，2010）。

　しかしながら、そうした家庭へのサポートの少なさは、子

どもへの影響をより深刻にしていると山野（2010b）は指摘

している。

　日本における、子どもの貧困が繰り返し正当に取り上げら

れ、イギリスの子どもと社会的排除に関する研究成果をも視

野に収めた研究成果が出始めているにも拘わらず、介護を担

う子どもや、青年期の介護者と社会的排除について論ずる成

果は無い（三富，2010）。

　第1章でも述べたが、介護者は「見えない患者」あるいは

r姿を見せない患者」と呼ばれることがある。ケアラー連盟

が2010年に行った「介護者の二一ズに関する緊急アンケー
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ト」でケアラーが介護を必要とする家族について、1日のう

ちどの程度考えているかの項目について、「ほとんど終日」「半

日程度」と回答したのは全体の63．3％であった。介護者は、

要介護者の日常生活上の援助に携わり、あるいは仕事と介護

の両立に追われるあまり自らの健康に気を配る余裕さえもな

いことから、彼女や彼の意に反して疾病を患う場合が少なく

ない（三富，2010）。

　YCにももちろんその影響は大きい。特に示唆されるべきこ

とは、学校生活上の問題である。身体的にはもとより、社会

的にも成長過程の只中にある子どもが、過重なまでの介護責

任を負うならば、均等に開かれているはずの教育への参加の

機会は、子どもと保護者の意に反して損なわれる。学力の形

成は知らず知らずのうちに遅れを伴うのである（三富，2010）。

　YCとなりうる子どもの、就学機会の制限は深刻な問題であ

ると、先行研究でも指摘されている。このような学校生活上

の特徴については次の（4）学校生活についてに示すこととす

る。

（4）学校生活について（Tab1e4－3）（Tab1e4・4）

　16名のうち学校生活上の特徴があった生徒は、12名であ

った。そのうち3名は、「不登校」の生徒であった。「遅刻や

欠席がある」生徒は2名、「お弁当を持ってこない」1名、「忘

れものが多い」3名、「集中力がない」2名、「友人関係が希薄」
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1名、「部活に入れない」2名であった。なお特徴として複数

挙げられた生徒もいたため、重複した数となっている。

Tab1e4－3　学校生活上の困難点

　　　　　　　　遅刻　　　　　　お弁当を　　友人　　部活に
困難点　不登校　　　　　忘れ物
　　　　　　　や欠席　　　　　持参しない　関係　入れない

人数 3名　　2名　　3名　　　1名　　　1名　　2名

　子どもにとって、学校という場所は教育を受けるだけでは

なく一、社会性を獲得していく場でもある。しかしながら、YC

となる子どもは、その役割の多さから、時間的な拘束を余議

なくされ、教育を受ける機会を制限されることが報告されて

いる。

　特に遅刻や欠席については先行研究でも因果関係を確かめ

報告されている。本調査でも、役割を担わなければならない

ために学校を欠席するというFさんの事例や、0君のように

不登校の理由ははっきりとわからないが、明らかに役割を担

っている事例が見られた。
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Table4－4 YCの学校生活について
生ミ欄

A君 友達も多く、周りも弟が障害児ということを知っているし、特別なことは何もなし、。 特になし

B君 今年度他県から転校してきており、5月から不登校となっている。兄も不登校であったため、母親も学校へ登校することを強く言ってはいないようである。 不登校

Cさん
学校生活での影響として、朝遅刻してくることが時々あり、授業にボーっとしていることもしばuまみられる。

ｳ員との交換ノーHこよって早い段階から、『今日は1人ぼっちだ…」とのコメントにより家庭状況が分かった。
遅刻・集中力を欠くことがある

D君 学校生活上の特徴として、お弁当を持参せず、パン注文がほとんどのようである。しかし家庭で何らかの役割を担っているかどうかは不明である。 お弁当を持ってこない

Eさん 体育祭のリーダーに立候補するなど、活発である 特になし

Fさん 弟の世話があると剖こ欠席をする。 自分の病気以外の欠席

Gさん
宿題を忘れることも増え、家庭での役割の多さは、Gさんの学力に毛影響を及ぼしていた。本人から担任教員に対し、「部活に入りたし、」「友達と遊びたい」と相談をすること毛

ｽかった。また、家庭の金銭的な理由から、滑り止めの私立高校の受験をすべきかどうか、両親に相談することができなかった。

学力の低下
矧?ﾉ入れない
i学先

Jさん 小学校からの引き継ぎで、学習面と対人面に配慮が必要であると言われたが、部活動ではレギュラーになり、落ち着いて生活ができている。 特になし

K君 学校でのわがままも目立っていた。 わがままを通す

L君 学校では無気力な態度が目立っており、友人関係も希薄である。
忘れ物が多い
ｳ気力である

M君 学校とのやり取りは全て父親が担っているため、通訳の役割を担うことは無い状況である。 特になし

N君 学校の準備物の忘れものが時々ある 忘れ物がある

○君 ○君は小学校3年生頃から不登校となり、中学校入学後は、入学式とその翌々日の2日のみ登校しただけで、中学3年生になった現在も不登校である。 不登校

P 数ヵ月後母親と共にまた他県に引っ越しをし、1か月もたたないうち1こまた不登校となってしまった。 虐待1こよる不登校の疑い

Q君 臨機応変な対応ができないことや、慮れ物が多し、ことが目立っている。 忘れ物が多い

R君 他児よりも出来ることが多く、失敗するのを人に見られたくない。 イライラしやすい



　T＆b1e4－4より、以下の5つが、YCと思われる生徒の困難

点として見えてきた。

①忘れ物が多い

②学力が低い

③友人関係が希薄

④時間がない

⑤病気以外の理由での遅刻や欠席がある

　三富（2000）は、これらの児童は、学校に通うという基本

的な権利を否認される。児童が欠席を自発的に選択したわけ

ではない。介護のために学校に通う時間を確保できないので

ある。と指摘している。

　しかしながら、学校にいる時間もケアの責任から解放され

るわけではない。Gさんのように、放課後のクラブ活動や友

人との他愛無い会話を楽しむ時間が彼女にはないのである。

急いで家に帰り、家族全員分の食事を用意し、きょうだいの

世話までする。それがGさんには当たり前の日常なのである。

そのため、家にいる時間もほとんど休まることなく働いてお

り、宿題や予習をする時間をつくることができないことがイ

ンタビューで明らかとなった。

　学校は、子どもたちにとってかけがえのない生活の場であ

る。しかし、家庭でのケアを担う時、子どもはその負担に押

され学校生活の利益を享受できない。また、著しい友人関係

の乏しさも指摘されている。さらにここ数年、子ども遠の学

力などの教育格差が論じられることが多くなってきた。学力
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が，子ども自身の問題だけでなく、家庭の経済基盤など社会

的な階層等によって大きく規定されてしまっていると山野

（2010c）は指摘する。

　現在、低所得の子どもたちを襲っているのは，必要な学用

品を買うことができない，積立金や当日のお小遣いが用意で

きず修学旅行に参加できない、道具類や遠征費のことを心配

して好きなクラブに入れない、さらには親たちの暮らしぶり

を気にして、高校や大学の進学をあきらめるといったことが

あげられる（山野，2010c）。本調査では、GさんとL君にこれ

と類似した状況がみられた。

　Gさんは、役割の多さから学力が低下。高校は公立を希望して

いたが、私立も受験するべきか悩んでいた。公立に受かれば必要

のない出費を、決して裕福ではない家庭状況を知っているため、

自分の口から親にお願いすることができないと担任に相談して

いた。

　L君の父親は、r中学校は卒業さえできればいし、。卒業後は自

分と同じ職場で働いてほしい。」と担任との面談で話す。

　YCは軽くない介護を担い続けることによって、就寝の難し

さや、睡眠の中断あるいは、頭痛や疲労感など覚えることが

なる。また、要介護者としての母親や父親が心配であること

から、保護者のもとを離れようとしない子どももいる。友人

との遊びを自ら中断して家に戻ることもさして珍しくない。

こうしたことが繰り返されることから，次第に交友関係は子
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どもの願いに反して損なわれていく（三富，2010）。本調査で

も、GさんL君O君には彼らと似た傾向が見られた。

　特にL君は学校でも無気力な状態が継続して見られ、部活

にも入っておらず、友人もほとんどいない。学校と家の往復

しか彼にはないのである。また、0君は現在中学3年生であ

るが、小学校3年生から不登校である。そのため、家族以外

の他者とのかかわりがないため、同級生もO君をほとんど見

たことがない状態が今なお続いている。

　L君と0君のように、家庭状況が何らかの影響を及ぼして

いる可能性は極めて高い。しかしながら、本人への行えない

ため、明らかにYCであることが要因として学校生活上に困

難があるとは断定しにくい結果であった。
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第4節 必要なケアとは

　家族へのケアを担っている子どもの多くは、自分の置かれ

た環境に戸惑い、様々な困難や危機に直面する。第2節であ

きらかにYCであると思われたGさん家族を例に、YCへの支

援について考察する。

　Gさんと、当時の担任であった教員との自分の家庭環境に

ついてのやり取りを一部抜粋する。太文字の部分がGさんの

言葉である。

誰もいない時に

「もうちょっと遊びたい」とか、

「他の家やったらどんな環境になるとかな？」とか、

「自分の気持ちも変わるとかな？」とか

「あなた自身はどうしたいと？」って悪⊂1とかっていうことじゃな

くて、純粋に今何がしたいかって言ったら

「友達と普通に喋ったり部活したりすることをやってみた

い」

といったので、「それができなくて不自由さっていうか、「なんで私

が？」って思う部分があるのかな？」って言ったら

rそうです」

つて。

　このようなGさんの思いは、YCである子どもたちの表に

出せない心の声である。彼らは、自分たちの置かれている状

況を話すことができる相手や、気持ちを発散できる場所を求

めている。しかしながら、家庭の状況が深刻になればなるほ
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ど、他人に話すことが難しくなっていく。“同年代のみんなと

自分は違う”“わかってもらえない。きっとわからない”と我

慢してしまう子どもも多いのではないだろうか。

　また、土屋（2003）は、「語れるものしか語らない」とい

う事実を踏まえれば、r語れる者」たちの背後に、どれほどの

「語れない者」たちが存在するのか私たちは思いを馳せるべ

きであると述べている。本調査で明らかとなったYCの実態

は、土屋（2003）の調査同様に、語れる者の実態把握に過ぎ

ない。YCは学校や地域ではrしっかり者のお兄ちゃん、お姉

ちゃん」という目で見られることが多く、彼らの行いは賞賛

される行為として認識される。しかしながら、そうした行為

を行うこと自体が彼らの持っ『二一ズ』であると認識されな

い。こうしたことからYCは現代の社会の中でr見過ごされ

た存在」なのであると柴崎（2005）は論じている。

　また、子どもは家族に何らかの障害がある場合、自分の家

族や、自分の状況を話さないようにする方向に動く。例えば、

r親が聞こえないからと言われないようにするために、自分

が笑顔でいるように心がけた。笑顔でいることは、周りから

の特別視を回避する効果的な方法であり、それは親や家族を

守る行為でもあった。」こうした行為は「大人じみた子ども」

をつくる要因である。と澁谷（2009）はコーダヘのインタビ

ュー �ﾊして論じている。

　また、GさんやR君のように、進路や様々な選択を親に頼

らず自分で決断し、自分で問題を解決しようとする子どもは

YCの中にも多く存在する。自分の思いを自分の中に留めたり
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することもある。それは、他にサポートがない状態ではそう

するよりほかに選択肢がないというためでもあるし、まわり

からの過度な特別視が自分の家族のあら探しをされることに

つながりかねないという危機意識を持っているためでもある

（澁谷，2009）。

　では、そうしたYCへの支援には何が必要なのだろうか。

YCのインタビュー調査を行った，財団法人たんぽぽの家・ケ

アする人のケア研究所（2003）は「ケアする子どもをサポー

トするネットワークの構築」として、以下の3つの視点でサ

ポートシステムのネットワーク化に取り組む必要性があると

している。

①自らを癒す心身のセルブケア

　ケアによってもたらされる様々なストレスから、心身を癒

す必要がある。

②問題解決の力を高める

　子ども自身の問題解決能力を高めるための支援を行う。

③ケアを学びとして、成長の糧にする

　ケアを介して，人間的な成長を遂げるのをサポートする。

　これらの視点は日常的に子どもと接点のある学校や病院、

高齢者や障害者等の支援機関や児童相談所、NP0やボランテ

ィアグループなどが、それぞれの現場でケアする子どもへの

まなざしを持ち、子どものSOSを受け止めたり、必要なサポ

ートができる力を高めながら，相互に連携していくネットワ
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』クを構築していくことがこれからの課題であると結んでい

る。

　インタビュー調査の中で、現在の教員自身の取り組みや学

校としての取り組みについて質問したところ、以下のような

回答が得られた。

①家庭訪問

②教員間の情報交換

③小学校一中学校間の引き継ぎ

④スクールカウンセラー（以下SC）、スクールソーシャルワ

　ーカー（以下SSW）、ソーシャルワーカー（以下SW）、保

　健師、民生委員などの専門家との連携

⑤子育て支援センターや保健所、児童相談所などの他機関と

　の連携

⑥教育センター（不登校対策）との連携

　本調査を行ったD県E市は、子どもの心の問題や不登校、

子育て支援の体勢を、県や市レベルで整えており、SCやSSW

との連携を積極的に行っていた。また、子ども一人の問題と

して対応するだけでなく、保護者を含めた家庭への支援とし

て、SWや専門機関への橋渡しも行っていた。

　文部科学省は、「スクールソーシャルワ］カー活用事業」を、

平成20年度より実施し始めている。その背景には、学習上の

困難や就学そのものの困難さの背後にある学校外での要因の

影響を緩和する必要性が、学校教育の中で対応すべき事象と
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して認識されてきたことに他ならない（佐藤，2011）。これま

で行われてきた、子どもたちへの直接的なアプローチでは補

えない問題が、数多く存在し始めた。このことは、第1章で

も述べたように「家族問題」としての、子どもを取り巻く環

境の変化や、様々な社会問題が密接に関係していることを示

唆しているといえる。

　YCへの直接的なアプローチの必要性は、ケアする人のケア

研究所（2003）からも分かるように、彼らのエンバワメント

を高めるためにも重要な意味をもたらす。しかしながら、YC

の抱える問題は深く根強い。SSWやSCの配置が強化されて

いる現状においても、彼らの抱える問題が減少することは難

しいと思われる。教育現場にSCやSSWが入っていくという

ことは、教員だけでは対応しきれない困難なケースであるこ

とを意味する。先述したようにYCの問題は、彼ら個人の問

題ではない。彼らが生活を共にする家族全員の問題なのであ

る。1人1人の「心」から「生活」、「命」から「生きること」

という援助対象の枠組みの拡大と、それに見合った援助方法

が様々な専門職に広がることが援助を必要とする人々に最善

の利益をもたらすと佐藤（2011）は論じている。

　また、同じ境遇の仲間と、思いや経験を共有することで仲

間の存在に気づき、エンバワメントされるというセルフヘル

プグループと同様の効果を生みたすことができる。大人と違

って子どもは周りの大人から保護者や養育を受けないと育つ

ことができない。養育環境でどのような扱いを受け、どのよ

うな体験をしたかによって、その後の成長や人格形成に強く

　　　　　　　　　　　　　61



影響を受ける（土田・長江・服部ら，2011）。

　つまり、YCにとっての「最善の利益」とは、身近に語れる

場や、語れる人がいるというr安心感」を、いかに与えるこ

とができるかということだと考察する。
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第5章

総合考察



第1節　研究全体の概要

本研究では、YCを以下のように定義した。

　YCとは、障害あるいは何らかの困難を抱えている親やき

ょうだい、あるいは祖父母等の「介護」や「看護」もしく

はr世話」をすることの責任を、成人と同等に担っている

18歳未満の子どもとする。

　これまで、このような家族へのケアを行っている子どもに

ついての研究は、一部の家族会やセルフヘルプグループによ

る、家族介護者の実態調査のみであり、公的な統計調査は行

われてこなかった。日本では高齢者の家族介護におけるスト

レスや、ジェンダー分析、障害児・者の家族支援等について

は、広く関心がもたれているものの、イギリスのように親や

きょうだい、祖父母等親族をケアする子どもの実態が取り上

げられることはほとんどされていない。しかし、総務省『社

会生活基本調査（平成18年度）』によると、「介護・看護」「家

族の身の回りの世話」の10－19歳の行動率はO．5％であった。

この結果は、在宅介護の役割を担っているYCが日本にも確

実に存在していることを明記しているといえるが、前述した

とおり子どもたちの新たな問題として取り上げられていない

のが現状である。

　そこで本研究は、子どもたちの新たな問題であるYCの実

態把握と抱える課題について質問紙調査並びにインタビュー

調査を行った。
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　まず質問紙の検討を行うことを目的としA県B市の公立中

学校に勤務する250名の教員に質問紙調査を行った。その結

果、0．17％の生徒が家庭内での何らかのケアを行っているこ

とが明らかとなった。しかしながら、この結果は予想以上に

低く、YCという真新し言葉を用いたことで、教員の意識を介

護や看護を行っている生徒と限定させてしまったことが要因

として考えられた。

　予備調査により、質問紙の構成と、「YCと思われる生徒」

から「家庭内役割を担う生徒」に用語を変え、新たにA県C

市とD県E市2市の公立中学校の担任教員に質問紙調査を行

った。なお、C市は250名、E市は245名を対象とした。そ

の結果、大まかな存在率と生徒の実態をより具体的に把握す

ることができた。なお2市を合計したYCの存在率は1．24％

であった。

　本研究は、人口約25万人規模の中核都市3か所で、予備調

査を含めた、質問紙調査を行った。その結果、13・15歳の中

学生のうち、①予備調査（A県B市）O．17％、②調査1（A

県C市）1．OO％、③調査2（D県E市）1．44％が家族に対し

て何らかのケアを行っているということが明らかとなった。

　さらに②と③の調査の中から、協力が得られた11名の教員

に、直接インタビューを行い、より具体的なYCである生徒

の家庭状況について確認することができた。

　3市のYCと思われる生徒の数は、決して「少ない」と言え

ない。なぜなら彼らは「単なるお手伝い」ではなく「ケアの

主要人物」となるものも多いのである。さらにその影響は、
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子どもである今だけでなく、大人になってからも尾を引くこ

とがあるとされている。

　YC問題にいち早く取り組んだイギリスでも、学齢期にケア

を担うことの影響が、最も深刻な問題であるとしている。本

調査では第4章第2節において、学校生活上の困難点につい

て結果を示している（Tab1e4－3）。r忘れ物」やr遅刻・欠席」

また、学校が終われば急いで家に帰らなければならないこと

からr部活に入れない」r友人関係が乏しい」といった困難を

抱えていることが明らかとなった。

　しかしながら、こうしたYCの多くは、困難を抱えていた

としても、自ら自分の家庭状況を語ろうとはしない。保護者

もまた同じように、教員に語っていない場合が多い。そのた

め、YCは学校上の困難を抱え、社会的にも保護の対象である

不登校児や発達障害児、被虐待児などの陰に隠れてしまいが

ちである。また、担任である教員が、子どもの新たな問題に

着手するだけの時間の余裕がないことも要因であると考えら

れる。1対30人以上の子どもとその家族の全てを把握し、支

援の手立てを考えることは、教員の意識とは裏腹に、大変困

難を要する。そのため、今回の調査で明らかとなった61名の

生徒は氷山の一角であることを私達は認識しておかなければ

ならない。

　文部科学省では、平成17年度から、『学校等における、児

童虐待防止に向けた取り組みに関する調査研究』を実施し、

18年5月に報告書を取りまとめている。そのため、教育現場

では児童虐待に対応するためのシステム作りや教員の研修が
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強化された（佐藤，2011）。さらに平成20年度からは「スクー

ルソーシャルワーク活用事業」が行われ始めている。こうし

た新たな取り組みの背景には、第1章2節でも述べたように、

子どもの学校での不適応行動の裏に、家族の問題が隠されて

いることが考えられる。つまり、家族ライフサイクルの多様

化や、家族構成が子どもに与える影響は、大人が考えるより

ももっと深刻な問題なのである。そのため、学校と地域が連

携しこうしたr家族」を単位に、彼らの生活をサポートして

いくことが求められる。

　このようにYCの問題は、家族の危機とされる虐待・貧困・

家族構成・介護・看護・学校生活・障害者問題・少子高齢化

など多くの事象に関連している。そのため、未成年がケアを

担っているということだけでなく、これらの多様な視点を踏

まえ、支援体制を整えていく必要がある。特に学校では、担

任とSSWが連携し、家族単位に考えていくことはもちろん必

要となるであろう。また、その家族が生活する地域でも、孤

立することなく生活できるように福祉・医療・保健などの専

門家のフォローアップも重要な手立てとなることを忘れては

ならない。

　先述したとおり、日本国内では、一部の聞き取り調査は行

われているものの、イギリスのように公的な実態把握は行わ

れていない。このことから、本調査が、日本国内のYC間題

の関心につながっていくことを願っている。
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第2節　支援上の課題

（1）学校・教員の課題

　子どもにとって、学校という場所は教育を受けるだけでは

なく、社会性を獲得していく場でもある。しかしながらYC

となる子どもの申には、その役割の多さから、教育を受ける

権利を侵害されるだけでなく、放課後友人と遊びに出かけた

り、部活動に入ることさえ出来ないものもいる。また遅刻や

欠席については先行研究でも因果関係を確かめ報告している

ように、役割の多さゆえに自分のために使える時間が極端に

少ないのである。

　こうしたケアを担うことによる、学校内での二一ズについ

て、YCは、教員に感じ取ってほしいと願っているのかもしれ

ない。しかしながら、その思いが必ずしも届くとは限らない。

教員にとって学校以外での彼らの役割は、業務外のことであ

り、また教員自身の多忙さは、彼らの存在を見過ごしがちに

なることが考えられる。

　しかし、何も行動を示さないわけではない。前節でも述べ

たように、子どもへの支援体制や専門職の配置により、学校

と福祉の連携が密になり始めている。

　今回予備調査を含め、2県3市の幼・小・中・高校・特別

Tab1e5－1　調査対象内訳

幼稚園　　小学校

1名　　　37名

中学校　　　高校

263名　　　7名

特別支援学校・学級

81名
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支援学校の教員に質問紙調査を行い、389名の教員から回答

が得られた（Tab1e5－1）。

　YCという生徒の存在について最も関心が高かったのは、特

別支援学校の教員であった。その理由として、“障害児のきょ

うだい”という、身近にイメージしやすい子どもが存在する

ことが挙げられる。

　現在、障害児のきょうだい支援の動きは、日本においても

重要視されている。しかしながら、まだ当事者である障害児

を中心にr家族」を捉えているものも少なくない。インタビ

ュー ｲ査の申で、身体障害児の弟がいるA君の担任は、A君

の学校での様子をr周りも知っているし、普通にしています。

障害のある弟がいるからと言って特別扱いはされていないし、

本人も普通にしています。」と語った。

　障害児のきょうだいの生活状況について調査を行った三原

（2003b）は、障害児がきょうだいにいたとしても、それが

生活にあまり制限を受けていない。その背景には、両親の彼

らに対する生活の配慮があったのではないか。しかしながら、

家族に問題を抱えているならば、調査に協力することはなか

ったという指摘もあるとしている。障害児者の家族へのアプ

ローチは、彼らのもつ二一ズや目標を明確にすることの手助

けとなる。そのため、その家族に関わる全ての支援者は、彼

らとラポールを確立させ、家族全体が何を必要としているの

かということを引き出すことが求められてくる。

　しかし、通常学校では担任だけで、子どもとその家族を支

えることは難しい。子どもと身近に接し、自然な形で介入す
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ることが可能な学校関係者には、子どものr今」だけでなく、

子どもを中心とし、その背景にあるr家族」を見る目が、今

後ますます必要となってくると推察する。

　学校には家庭訪間という、家族の実態を把握できる機会が

設けられており、三者面談や二者面談で、家族の二一ズを引

き出すことも可能である。彼らの二一ズを引き出し、適切な

支援につなげるためにも、まずは担任以外の教員や管理職、

その他学校関係者はYCのような新たな子どもの実態を、身

近な児童の問題として関心を持ってもらう必要性がある。

　今回の質問紙調査の回収率は46．1％と半数以下であった。

回収率の低さには、教員の意識の問題と地域差があったと考

えられる。貧困世帯の多い地域や、家族構成の及ぼす影響が、

子どもの実態とリンクさせやすいものと思われる。

（2）家庭・地域の課題

　軽くない介護が及ぼす負担は、生活時間の拘束を招き、介

護者の不本意な非労働力化を余儀なくさせる。また、生活の

困窮状態が、子どもに及ぼす影響も多い。子どもは、保護者

の行動を見て、状況を感じとり、保護者のから多大な影響を

受けて成長していく。保護者が、社会的地位の中で孤立した

り、傷ついたりしている場合は、その子どもも同じように孤

立し、傷ついているケースがほとんどであると入海（2010）

は論じている。

　しかしながら、そうした家庭へのサポートは少ない。ケア
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ラー連盟は、成人の在宅介護者250名を対象に『介護者の二

一ズに関する緊急アンケート調査（中間報告）』を2010年4

月から6月に行っている。その結果「介護する人にどんな支

援が必要だと思いますか」の20項目のうち、「とてもほしい」

が60％以上であった上位5項目を以下に示す。なお質問項目

は複数選択可であった。

○被介護者へのサービスや制度の充実…　　184人（73．6％）

○地域や職場等、社会が介護者問題への理解を深めるようにす

　る…　　182人（72．8％）

○専門職や行政職員が介護者問題への理解を深めるようにす

　る…　　181人（72．4％）

○年金受給要件に介護期間を考慮する…　　163人（65．2％）

○緊急時の被介護者への介護サービス…　　159人（63．6％）

○在宅介護者手当（介護を社会労働とみなす）…　159人（63．6％）

　従来「家族愛」といった名のもとに、女性による家族介護

や家事労働が行われてきた。このような無償労働を「シャド

ーワーク」と呼ぶ。シャドーワークとは、家庭で生まれなが

らにそれを行うか、社会の診断を受けてそれを行う。時間・

労苦・さらには尊厳の損失が賃金を支払われることなく強要

される（I1ich，1980）。総務省が出した行動者率の中で、r介

護・看護」は無償労働の中にカテゴライズされている。さら

に平成18年度の調査では、0．5％の10－19歳の子どもが、こ

の無償労働の担い手になっていることが明らかとなっている

ことは、幾度となく紹介している。

71



　このように、社会に無償労働と有償労働というような視点

があるとするならぱ、子どもが無償労働として多くの役割を

担うことは、改めて問い直す必要がある問題である。

　さらに、現在日本における、子どもの貧困が繰り返し取り

上げられ、イギリスの子どもと社会的排除に関する研究成果

をも視野に収めた研究成果が出始めているにも拘わらず、介

護を担う子どもや、青年期の介護者と社会的排除について論

ずる成果は無い（三富，2010）。

　第1章でも述べたが、介護者は「見えない患者」あるいは

「姿を見せない患者」と呼ばれることがある。ケアラー連盟

が2010年に行った「介護者の二一ズに関する緊急アンケー

ト」でケアラーが介護を必要とする家族について、1目のう

ちどの程度考えているかの項目について、rほとんど終日」r半

目程度」と回答したのは全体の63．3％であった。介護者は、

要介護者の日常生活上の援助に携わり、あるいは仕事と介護

の両立に追われるあまり自らの健康に気を配る余裕さえもな

いことから、彼女や彼の意に反して疾病を患う場合が少なく

ない（三富，2010）。こうしたYCを含む家族ケアを担う人々

のために、SWやSSWは、彼らの問題の解決につながるよう

環境に働きかけ、学校と家庭さらには地域など、彼らのエン

バワメントを促進するための様々なネットワークを構築して

いく役割を担っている。学校では補いきれない、子どもの抱

える問題と、さらにYCとなってしまう家族の要因について

働きかけ、子どもだけでなく家族全体を含んだ支援を、各専

門機関や地域住民と連携を密にし、行っていく必要があるの
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ではないだろうか。YCにとっての「最善の利益」とは、身近

に語れる場や、語れる人がいるというr安心感」を、いかに

与えることができるかということだと考察する。
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第3節　研究上の課題

　本研究は、イギリスのYCRGが行った質問紙調査を基に、

日本の教育現場に合うように改編したものを新たに作成し、

中学校の担任教員に調査を行った。

　先行研究は、家族に何らかの障害があり、公的なサポート

を受けている家庭の中で、ケアの役割を担っている子どもた

ちについて調査を行っている。さらに付け加えるとするなら

ば、調査対象者は、家庭に頻繁に出入りしているヘルパーや

SWといった職種であり、あらかじめ家庭の状況を十分に把

握している人物へ行ったものであった。

　本調査はYCとしてケアを担う可能性の高い、学齢期の子

どもを網羅するために、調査対象を中学校に絞り調査を行っ

た。しかしrヤングケアラー」という耳慣れない用語を用い

たため、家族の「介護」や「看護」といった、限定的なケア

に特化した子どもの、実態把握を行っていると認識されたと

思われる。そのため、YCという生徒の実態を教員にイメージ

してもらうことが難しかった。また、フィールドを学校に限

定したことや、調査対象を教員に限定したことにより、学校

外での子どもたちの家庭環境について、必ずしも充分な把握

ができているとは言い難い結果となったことから、本研究が、

日本におけるYCの実態把握とまではいかなかったものと思

われる。

　しかし、YCのようにシャドーワークとして家庭での役割を

担っている未成年の子どもは、平成18年度社会生活基本調査
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の行動者率から、少なくとも40％近くは存在することが推察

される。そのため、現在は一部の団体による質的調査のみで

あるが、今後確実に公的な統計上の調査が必要になってくる

ものと思われる。

　本研究を通し、YCの行うケア内容は多岐に渡り、様々な生

活場面の影響により、発生してくる問題であることが明らか

となった。超高齢化社会における家族の介護負担の増大は特

に密接な関係と、彼らのケアの長期化が危惧される。本章第

2節で紹介したケアラー連盟は、高齢者介護を担う成人のケ

アラーに対する調査を行っており、彼らの抱える思いを代弁

し、社会にその存在を伝えている。この結果は、イギリスの

調査報告で、YCが抱える問題として出されたものと一致する

ものがほとんどであった。このことは、YCの行うケアが、彼

らの「終わりの見えない役割」を示唆しているといえる。

　さらに、障害のある生徒が、障害のある親のケアを担って

いる事例は、障害児が成人を迎え、家庭を持つ際に、全く同

じ困難に直面することが危惧された。そのため、障害のある

人の一生涯にわたる支援や、家族支援について整備されてい

くことは、今後日本の障害者支援について考える際、重要性

の高い問題であると推察する。YCのような、機能不全家族で

育った子どもで、成人してからもなお、何らかの不適応行動

を示すものを、アダルトチルドレン（以下AC）と呼ぶ。彼ら

は未成年の段階で早すぎる自立をしてしまうケースが少なく

ない。家庭の居心地が悪く、安心できる場所ではないゆえに、

「早く家を出たい」という感情が機能不全でない家庭で育っ
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た子どもの何倍も強く切実なのである（斉藤，2010）。家庭で

の安心感が得られないことから、アルコールや薬物に家庭で

の安心感に代わる「何か」を求め依存症になるものも少なく

ない。こうした世代間での負の連鎖を防ぐためにも、地域の

目が重要な役割を示すと思われる。斉藤（2010）は、ACの

改善策として、r家族の解体」の必要性を示唆している。家族

の解体とは、家族を地域に向けて開いていくことを意味し、

より具体的にいうと、子育てを親だけでなく、地域社会全体

で行うことであると論じている。

　このように地域の果たす役割は多い。しかしながら、現代

ではこうした地域の基盤が脆弱化しているところも少なくな

い。また、地域によってその地独特のカラーがあり、介入が

難しいケースもあると思われる。地域の状態と、家庭の状態

を把握しながら、住民一人一人のエンバワメントを高めてい

く支援が、今後YCを含むすべての児童福祉の問題と家族支

援に必要不可欠であると考察する。

　本研究ではYCの実態把握を主とし進めてきた。調査を行

う中で、彼らの抱える問題の根の深さと、多種多様であるこ

とが見えてきた。しかし、本章第1節でも述べたとおり、こ

の結果は氷山の一角に過ぎない。児童福祉の観点を含め、こ

うした新たな子どもの存在を、社会全体が認識し、家族だけ

でなく社会で支えていくことが求められる。子どもがケアを

行うことは決して悪いことではない。しかし、彼らがケアを

行いながらも、r子どもらしく」生活できる環境を作っていく

ことは、もっと大切な事なのではないだろうか。
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家族介護を担う子ども（ヤングケアラー）に関する調査

調　査　者1兵庫教育大学大学院　特別支援教育学専攻

　　　　　北山　沙和子

指導教員＝石倉健二

この調査は、家族介護を担う子ども（ヤングケアラー）に関するものです。

　親やきょうだい、あるいは祖父母等の「介護」もしくは「世話」を担っている18歳

未満の子どもたちは「ヤングケアラー」と呼ばれ、そうした子どもたちの健やかな成

長発達のための支援がヨーロッパではすでに始まっています。なお、ここでいう「介

護」「世話」とは、身辺介助（入浴・排泄・身だしなみ）・食事介助・薬の管理・金銭

管理・保育・通訳・家事全般などのことを指します。

　ヤングケアラーの大半は学校に通いながら介護を行っているため、その実態を把握

するためには学校教育に携わる方々の目が重要になってきます。今回は、ヤングケア

ラーがどの程度存在するかについて概観するための予備調査です。

　ご多用中大変恐縮に存じますが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

こ回書にあ走って

①この調査は、お名前を記入していただく必要はありません。

②ご記入いただいた回答や内容につきましては、秘密を厳守し、研究目的以外に使用す

　ることはありません。

③この調査は、ヤングケアラーに対する予備調査です。昨年度受け持たれた幼児一児童・

　生徒について、あなたの知る限りの範囲でお答えください。

④回答いただいた用紙は研究終了後、確実に処分します。

⑤回収は8月11目（水）の認定講習会修了後に回収いたします。

　なお、本調査のご質問については

兵庫教育大学大学院石倉研究室内

北山沙和子（m100981＠hy　　　　　）



咋年度あなたが勤務していた学校に在籍していた子どものことについてお尋ねします。

以下の1～lllの貫間文と回答方法をよく読んでお答え＜たさい。

1あなたζ日身のことについて

昨年度の勤務先について、該当するものにOを、空欄には人数をご記入ください。

1　勤務先学校種別・…　《　幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校》

2　全校生徒数・・…　　《　約 人》　※概数で構いません

lI　ヤングケアラーの存在について

　昨年度、あなたが勤務していた学校に在籍していた幼児・児童・生徒についてお尋

ねします。該当するものにOを、空欄には人数をご記入ください。

1　家族の介護や世話をしていた子どもはいましたか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　　《　はい　・　いいえ　》

2　1で「はい」と答えられた方にお聞きします。

それは何人ぐらいいましたか？…　　1・・・…　　《 人　》



111ヤングケアラーの詩徴について（極数回書可）

　I－1で「はい」と回答された方にお聞きします。

　その子たちには、以下のような特徴はありましたか？該当する項目に、全てOをつ

けてください。また、1～12以外の気になる特徴がある場合には、「その他」にご記

入ください。

　1　家族の身辺介助を行なっている。

　　※例えば、入浴・排泄・食事・身だしなみ等がこれに当たります。

　2　家事全般の役割を担っている。

　3　家族の移動介助を行なっている。

　4　書類や金銭の管理を行なっている。

　5　障害のある家族の代わりを担っている。

　　　※例えば、コミュニケーションを取るための通訳者がこれに当たります。

　6　欠席が多く、学習についていくのが困難である。

　7　クラスメートとのかかわりが薄い。

　8　病気以外の理由で、学校を休みがちである。

　9　洋服がいつも汚れている、もしくは同じものを着用している。

10　弟や妹を幼稚園・保育園に預けてから登校する。

11　家族の中に障害者がいる。

12　家族の中に長期入院しているものがいた。

13　その他

資間は以上で書わりです。もう 度、未回春がないかこ確割下さい。

こ橋カありがとうεざい…1；した。



ヤングケアラー（家族ケアを担う生徒）に関する調査

　この調査は、家族ケアを担う生徒「ヤングケアラー」に関するものです。

親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単な「世話」から、「介護」や「看護」といった広範

囲のケアを、成人同様に担っている18歳未満の子どもを「ヤングケアラー」と呼びます。

　ヤングケアラーの行うケアについては、「家事援助」「日常生活における移動の介助」「情緒

的サポート」「排泄・入浴等の介助」「育児」「金銭の管理」「外国語もしくは手話等の通訳」

などが挙げられます。これらのケアはひとつだけではなく、複数担っている場合もあります。

　ヤングケアラーの多くは、ケアを行いなが一ら学校に通っているため、こうした子ども連の

実態把握を行うためには、学校教育に携わる方々のご協力が不可欠です。

　ご多忙中とは存じますが、本調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。

　※この調査は、○○市教育委員会学校教育課を通して、質問紙の配布・回収を行って

　　おります。

　　　　　　　　　　　　　　　　ご回答にあたって

①この調査では、質問紙（ピンク1枚・白5枚）と密封用の封筒1枚をお配りしています。

②質問紙は、学級担任（特別支援学級も含む）の方1人につき1都お答えください。

③お名前を記入していただく必要はありません。

④ピンクの質問紙は、学級担任の方は必すご記入ください。該当する生徒がいない場合は、

　ピンクの用紙のみ封筒に入れこ返送ください。その際、白の質問紙は処分してください。

⑤白の質問紙は、該当する生徒1人につき1枚ご記入ください。もし足りない場合は、お手

　数ですが必要枚数分印刷していただき、ご記入ください。

⑥ご記入いただいた回答や内容については秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはあ

　りません。

⑦回答いただいた方の中で、インタビュー調査にご協力いただける方は、白の質問紙の最後

　に連絡先をご記入ください。折り返しこちらからご連絡させていただきます。

⑧回答いただきました質問紙は、研究終了後確実に処分いたします。

⑨ご回答後は、質問紙を指定の封筒に密封した後、さらに各校でとりまとめて所定の袋にて

　密封してください。開封は調査者が行います。

⑩各校でとりまとめていただいたものを、お手数をおかけしますが2月21日（月）までに

　学校教育課にお届けください。

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

なお、本調査のご質問については、調査者まで直接お問い合わせください。

調　査　者　　兵庫教育大学大学院　特別支援教育学専攻

　　　　　　　北山　沙和子（m10098i＠hyog〇一u．acjp）

指導教員．石倉　健二　准教授



平成23年1月24日

O○市教育委員会学校教育課長様

兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　修士課程1年　北山沙和子

　　　　　指導教員　石倉健二准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　厳寒の侯、ますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　近年、イギリスをはじめとした先進国において、家族へのケアを行う「ヤングケアラー」が注目され始めてい

ます。ヤングケアラーとは、親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単な「世話」から「介護」や「看護」といった

広範囲のケアを成人同様に担っている18歳未満の子どものことを指します。日本においては、こうした「介

護者」としての役割を担っている子どもの発見や、支援体制の整備がほとんどされていないという現状があり

ます。また、日本国内において、ヤングケアラーに関する量的調査はまだ行われておりません。

　そこで、ヤングケアラーが18歳未満の児童・生徒であり、多くが学校に通いながらケアを担っている現状

から、OO市教育委員会様にご協力いただきまして、学校教育に携わる方々を対象に、家族ケアを行う生

徒の実態把握のため、アンケート調査を行いたいと考えております。

　なお、アンケートの回収につきましては、ご回答に同封の封筒に密封した後、各校でとりまとめ

て所定の袋にて密封していただきます。そして、2月21日（月）までに連絡便での回収とさせて

頂きます。開封は調査者が行います。

以上の趣旨をご理解のうえ、調査の実施にご協力いただきたく存じます。ご多1亡中と存じますが、どうぞよ

ろしくお願いします。

調査者連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　北山沙和子

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：m10098i＠hyogo－u．ac．jp

指導教員連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学臨床・健康教育学系　石倉健二准教授

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：kenji＠hyogo－u．ac．jp



平成23年2月7目

OO市立中学校長様

兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　修士課程1年　北山沙和子

　　　　指導教員　石倉健二准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　余寒の侯、皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　近年、イギリスをはじめとした先進国において、家族へのケアを行う「ヤングケアラー」が注目され始めてい

ます。ヤングケアラーとは、親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単なr世話」からr介護」やr看護」といった

広範囲のケアを成人同様に担っている18歳未満の子どものことを指します。日本においては、こうした「介

護者」としての役割を担っている子どもの発見や、支援体制の整備がほとんどされていないという現状があり

ます。そこで本研究では、ヤングケアラーが18歳未満の児童・生徒であり、多くが学校に通いながらケアを

担っている現状から、学校教育に携わる方々を対象に、家族ケアを行う生徒の実態把握のため、アンケート

調査を行いたいと考えております。

本調査は、修士論文にかかわる研究の一部として行うもので、アンケートの内容は、ケアを担っている生徒

の有無と、家族ケアを担う生徒に関する項目があります。アンケートにご記入いただいた回答や内容につい

ては秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはありません。なおケアを担う児童についてお答えいただ

き、さらにインタビュー調査にご協力いただける方につきましては、情報は厳守致します。

　回収につきましては、ご回答頂きました質問紙を同封の封筒に密封した後、さらに各校でとりま

とめて所定の袋にて密封してください。開封は調査者が行います。各校でとりまとめていただいた

ものを、お手数をおかけしますが2月21目（月）までに学校教育課に連絡便にてお届けください。

　以上の趣旨をご理解のうえ、調査にご協力いただきたく存じます。なお、本調査の結果については研究成

果がまとまった後に、何らかの形でご報告させていただく予定です。

　ご多1亡中と存じますが、どうぞよろしくお願いします。

調査者連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　北山沙和子

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：m10098i＠hyogo－u．ac．jp

指導教員連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学臨床・健康教育学系　石倉健二准教授

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：kenji＠hyogo－u．ac．jp



平成23年2月7目

OO中学校教職員各位

兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　修士課程1年　北山沙和子

　　　　指導教員　石倉健二准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　余寒の侯、皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　近年、イギリスをはじめとした先進国において、家族へのケアを行う「ヤングケアラー」が注目され始めてい

ます。ヤングケアラーとは、親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単なF世話」から「介護」や「看護」といった

広範囲のケアを成人同様に担っている18歳未満の子どものことを指します。日本においては、こうした「介

護者」としての役割を担っている子どもの発見や、支援体制の整備がほとんどされていないという現状があり

ます。そこで本研究では、ヤングケアラーが！8歳未満の児童・生徒であり、多くが学校に通いながらケアを

担っている現状から、学校教育に携わる方々を対象に、家族ケアを行う生徒の実態把握のため、アンケート

調査を行いたいと考えております。

本調査は、修士論文にかかわる研究の一部として行うもので、アンケートの内容は、ケアを担っている生徒

の有無と、家族ケアを担う生徒に関する項目があります。アンケートにご記入いただいた回答や内容につい

ては秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはありません。なおケアを担う児童についてお答えいただ

き、さらにインタビュー調査にご協力いただける方につきましては、情報は厳守致します。

　回収につきましては、ご回答頂きました質問紙を同封の封筒に密封した後、さらに各校でとりま

とめて所定の袋にて密封してください。開封は調査者が行います。各校でとりまとめていただいた

ものを、お手数をおかけしますが2月21日（月）までに学校教育課に連絡便にてお届けください。

　以上の趣旨をご理解のうえ、調査にご協力いただきたく存じます。なお、本調査の結果については研究成

果がまとまった後に、何らかの形でご報告させていただく予定です。

　ご多忙中と存じますが、どうぞよろしくお願いします。

調査者連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　北山沙和子

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：m10098i＠hyogo－u．ac．jp

指導教員連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学臨床・健康教育学系　石倉健二准教授

　　　　　　　　　　　　　　E－mai王：kenji＠hyogo－u．ac．jp



ヤングケアラー（家族ケアを担う生徒）に関する調査

調査　者　：兵庫教育大学大学院　特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山　沙和子

指導教員　：石倉　健二　准教授

　この調査は、家族ケアを担う生徒「ヤングケアラー」に関するものです。

　親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単な「世話」から、「介護」や「看護」といった広

範囲のケアを、成人同様に担っている18歳未満の子どもを「ヤングケアラー」と呼びます。

　ヤングケアラーの行うケアについては、「家事援助」「日常生活における移動の介助」「情緒

的サポート」r排泄・入浴等の介助」r育児」r金銭の管理」r外国語もしくは手話等の通訳」

などが挙げられます。これらのケアはひとっだけではなく、複数担っている場合もあります。

　ヤングケアラーの多くは、ケアを行いながら学校に通っているため、こうした子ども遠の

実態把握を行うためには、学校教育に携わる方々のご協力が不可欠です。

　ご多1亡中とは存じますが、本調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。

I　本年度、あなたが担任しているクラスの生徒についてお尋ねします。

1、担任しているクラスの学年・…　〔　1年　　・　2年　　・　3年　　〕

　※特別支援学級を担任されている方は、生徒の在籍学年をご記入ください。

・．クラスの人数・・……・・・・・・…〔 人〕

3．病気や障害を持つ家族のケアをしている、もしくは高齢者やきょうだい、あるいは他国

　籍の家族を、ケアをしている生徒はいますか？

いる ・　　　いない ・　　　わからない

　これで質問は終わりです。

ご協力ありがとうございました。

この用紙のみこ返送ください。

それはクラスに何人いますか？

L。［　人1

◆
ヤングケアラ』がクラスの中にいるとお答えいただきました方は、白の用紙にお進みくだ

さい。白の用紙は、該当する生徒1人につき1枚ご記入ください。

もし足りない場合は、お手数ですが印刷していただきましてご記入ください。



＝※特別支援学級生徒の場合、学年をご記入ください。

学年〔　　　　　　年〕

※水用紙は、ピンクの用紙の質問3で「ヤングケアラーがいる」とお答えいただいた

方のみこ記入ください。

生徒1人につき1枝お使いください。なお、足りない場合は、お手数ですが印刷

していただきましてご記入ください。

■　家族のケアをしている生徒についてお尋ねします。

・・その生徒一・…・一・・・… @［男・女／
・．その生徒がケアしている家族の人数・… m　人・わからない／

3．その生徒は誰をケアしていますか？当てはまるもの全てにお答えください。（複数可）

父親　　・　母親　　・　祖父　　・　祖母　　・　きょうだい

その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

※3の人物が複数いるとお答えされた方にお尋ねします。

その生徒が主にケアしている家族は誰ですか？1人お答えください。

父親　　・

その他［

母親　　・　祖父　　・　祖母　　・　きょうだい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

4．その生徒がケアしている人物、またはその生徒の家庭の状況について、答えられる範囲

　　でご記入ください。

　　　例）・親が聴覚障害者で、電話でのやり取りは子どもを介して行う。

　　　　　・親の代わりに、家事だけでなくきょうだいの世話を毎日行っている。

5．その生徒が主にケアしている人物の困難な状態の原因について、当てはまるもの全てに

　お答えください。（複数可）

身体障害（視覚障害・聴覚障害はこれに含まれます）　・　知的障害

精神障害　・　長期入院中　・　母子家庭　・　父子家庭　・　外国籍

その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

［＝＞裏へつづく



6．その生徒が行っているケアについて、あなたの知っている限りで構いません。当てはま

　　るもの全てにお答えください。（複数可）

a．

b．

C．

d．

e．

f．

9．

h．

家事全般の役割を担っている

身辺介助を行っている（食事・入浴・排泄・着脱・身だしなみ等）

移動介助を打っている（歩行・外出先への同行などの移動手段全体の介助）

ケアを受けている家族の薬の管理・投与などを行っている（吸引等も含む）

手話や外国語などの通訳を行っている

重要な書類や金銭の管理を行っている

ケアを必要とする家族以外の世話を行っている（親の代わりにきょうだいの

世話をする等）

その他

m　　　　　　　1
7．その生徒が家族のケアに従事する時間について、！週間あたりのおよその時間について

　　1つお答えください。

a．O～4時間　　b．5～9時間　　c．10～19時間　　d．20～34時間

e．35～49時間　f．50～99時間　g．100時間以上　h．わからない

質問は以上で終わりです。もう一度、記入漏れがないかご確認ください。

　　複数名いる場合には、別の白の用紙に改めてご記入ください。

ご協力のお願い

　ヤングケアラーは、教育的課題を数多く抱えています。今回お答えくださ

った生徒の抱える、学校生活での課題について改めて先生方にインタビュー

させていただきたいと考えております。

ご協力いただくことが可能な方は、後目連絡をさせていただきますので、

下記にご連絡先をご記入ください。

学　校　名

先生のお名前

ご　連　絡　先：

ご協力ありがとうございました。



平成23年7月13日

OO市立　中学校校長様

兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　修士課程2年　北山沙和子

　　　　　指導教員　石倉健二准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　盛夏の侯、皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　近年、イギリスをはじめとした先進国において、家族へのケアを行う「ヤングケアラー」が注目され始めてい

ます。ヤングケアラーとは、親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単なr世話」からr介護」やr看護」といった

広範囲の役割を成人同様に担っている18歳未満の子どものことを指します。日本においては、こうした「介

護者」としての役割を担っている子どもの発見や、支援体制の整備がほとんどされていないという現状があり

ます。そこで本研究では、ヤングケアラーが18歳未満の児童・生徒であり、多くが学校に通いながら家庭内

役割を担っている現状から、学校教育に携わる方々を対象に、家庭内殺害11を行う生徒の実態把握と教育上

の課題についての、アンケート調査を行いたいと考えております。

本調査は、修士論文にかかわる研究の一部として行うもので、アンケートの内容は、家庭内役割による学

校生活上の影響に関する項目と、家庭内役割を担う生徒に関する項目の2つがあります。アンケートにご記

入いただいた回答や内容については秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはありません。なお多く

の家庭内役割を担う生徒にっいてお答えいただき、さらにインタビュー調査にご協力いただける方につきま

しては、情報は厳守致します。

　回収につきましては、ご回答頂きました質問紙を同封の封筒に密封した後、さらに各校でとりま

とめて所定の袋にて密封してください。開封は調査者が行います。

　以上の趣旨をご理解のうえ、調査にご協力いただきたく存じます。なお、本調査の結果については研究成

果がまとまった後に、何らかの形でご報告させていただく予定です。

　ご多1亡中と存じますが、どうぞよろしくお願いします。

調査者連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　北山沙和子

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：m10098i＠hyogo－u，ac．jp

指導教員連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学臨床・健康教育学系　石倉健二准教授

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：kenji＠hyogo－u．ac．jp



平成23年7月8目

○O市立鹿町中学校　教頭様

兵庫教育大学大学院　特別支援教育学専攻

　　　　　修士課程　2年　北山　沙和子

　　　　　指導教員　石倉　健二　准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　盛夏の侯、皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、この度「生徒の家庭内役割と教育上の課題について調査」のため、アンケート用

紙を配布させていただきました。下記に対象と配布・回収方法について明記しております。

お手数をおかけ致しますが8月5目（金）までに同封致しました封筒にてこ郵送ください。

記

対象：特別支援学級を含む全学年の学級担任

配布物：学校長様宛依頼文，教頭様宛依頼文，学級担任宛依頼文×学級数

　　　　アンケート用紙1部×学級数（予備1部），密封用封筒1枚（予備1枚）×学級数，

　　　　返信用封筒1枚

方　法：

①全学年の学級担任1名にっき、アンケート用紙1部と密封用封筒1枚をお渡し下さい。

②お名前を書いていただく必要はありません。

③ご回答いただきましたら密封用封筒に入れていただき、校内でまとめて回収してくださ

い。

④取りまとめていただいたアンケート用紙は、返信用封筒にお入れになりご郵送ください。

⑤ご郵送は、平成幽＿までによろしくお願い致します。

ご多忙中とは存じますが、ご協力の程何卒よろしくお願い致します。

以上



平成23年7月ユ3日

教職員各位

兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　修士課程2年　北山沙和子

　　　　指導教員　石倉健二准教授

アンケート実施のお願い（依頼）

　盛夏の侯、皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。

　近年、イギリスをはじめとした先進国において、家族へのケアを行う「ヤングケアラー」が注目され始めてい

ます。ヤングケアラ］とは、親やきょうだい、あるいは祖父母への簡単な「世話」から「介護」や「看護」といった

広範囲の役割を成人同様に担っている18歳未満の子どものことを指します。日本においては、こうした「介

護者」としての役割を担っている子どもの発見や、支援体制の整備がほとんどされていないという現状があり

ます。そこで本研究では、ヤングケアラーが18歳未満の児童・生徒であり、多くが学校に通いながら家庭内

役割を担っている現状から、学校教育に携わる方々を対象に、家庭内役割を行う生徒の実態把握と教育上

の課題についての、アンケート調査を行いたいと考えております。

本調査は、修士論文にかかわる研究の一部として行うもので、アンケートの内容は、家庭内役割による学

校生活上の影響に関する項目と、家庭内役割を担う生徒に関する項目の2つがあります。アンケートにご記

入いただいた回答や内容については秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはありません。なお多く

の家庭内役割を担う生徒についてお答えいただき、さらにインタビュー調査にご協力いただける方につきま

しては、情報は厳守致します。

　回収につきましては、ご回答頂きました質問紙を同封の封筒に密封した後、さらに各校でとりま

とめて所定の袋にて密封してください。各校でとりまとめていただいたものを、お手数をおかけし

ますが8月5目（金）までにご郵送ください。開封は調査者が行います。

　以上の趣旨をご理解のうえ、調査にご協力いただきたく存じます。なお、本調査の結果については研究成

果がまとまった後に、何らかの形でご報告させていただく予定です。

　ご多1亡中と存じますが、どうぞよろしくお願いします。

調査者連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　北山沙和子

　　　　　　　　　　　　　　E－mai1：m10098i＠hyogo－u．ac．jp

指導教員連絡先

　　〒673－1495兵庫県加東市下久米942－1

　　兵庫教育大学臨床・健康教育学系　石倉健二准教授

　　　　　　　　　　　　　　E－mai王：kenji＠hyogo－u．ac，jp



生徒の家庭内役割と教育上の課題についての調査
調査者兵庫数膏大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　北山　沙和子

指導教員：石倉健二准教授

　この調査ばとても多くの家庭内役割を担っている生徒カ砲える、教育上の課題についての調査です。

　中学生ぐらいになると、家庭内で何らかの「殺害山を担っている生徒が多くなってくるものと思われます。

　しかし家庭の状児によって、「家事全般の援助」「日常生番における移動の介助」「情緒的サポート」「排泄・

入浴等の介助」「育児」「金銭の管理」「外国語もしくは手話等の通訳」など、成人同様の家庭内役割を担わな

ければならない場合もあります。こうした家庭内役割が過剰になれば生徒達の学校生活や社会宙舌に様ノマ

な影響を与えることがあります。

　そこで、現代の中学生が担っている家庭内役割とその程度、さらに家庭内役割による教育上の課題につい

て、学校教育に携わる方々にご協力いただき、実態把握を行いたいと思っております。

　ご多忙中とは有三じますが、本調査にご協力いただきますようよろしくお願い申し上1プます。

ご回答に当たって

①この調査では、学級担任（特別支援学級も含む）の方1人につき質問紙1部と密閉用の封筒1枚を

お配りしています

②お名前を記入して頂く必要はありません。

③ご回答後は、質問紙を指定の封筒に密封した後、さらに各校でとりまとめて所定の袋にて密封して

　ください。開封は調査者か行います。

④お手数をおかけしますが8月5日（金）までに各校とりまとめて郵送してください。

⑤こ記入いただいた回答や内容については秘密を厳守し、研究目的以外に使用することはありません。

⑤こ回答いただきました質問紙は、研究終了後確実に処分いたします。

⑦ご回答いただいた方の中で、インタビュー調査にご協力いただける方は、質問項目Iの最後に連絡

先をご記入ください。折り返しこちらからこ連絡させて頂きます。

ご協力のほどよろしくお願い致します。

なお、本調査のし質問については、調査者まで直接お問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《調査者連絡先》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒673－1495　　兵庫県加東市下久米942－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫数奮大学大学院特別支援教育学専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石倉研究室内　　北山　沙和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E－man・幽



I　本年度あなたが担任しているクラスについてお聞きします。

1．学年・・・・・・…　　【1年　・　2年　・　3年　・　特別支援学級

2．クフスの人数・・・・・・・・・・・・・…　　【　　　　　　　　　　人

3．クフスの中に、以下のような家庭内役割を担っている生徒はいますか？

　　または、そのように見受けられる生徒はいますか？

①家事全般の役割を担っている・・・・・…　　【は　い　・い　い　え　・わからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』それは何人ですか？【

②介助が必要な家族の、食事・入浴・排泄・着脱などの身辺介助を行っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　【はい・いいえ・オつからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［」〉それは何人ですか？【

③介助が必要な家族の、歩行や外出先への同行など、移動介助を行っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　【はい・いいえ・わからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［」〉それは何人ですか？【

④コミュニケーションに困難のある家族の、手書納隅語の通訳α曼割を担っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　　【は　い　・　い　い　え　・　わからない

　】

刈

　】

人】

　】

人】

』それは何人ですか？【

　】

人】

⑤きょうだいの世話の多くを任されている…　【

⑤家族に関わる書類や金銭の管理を行っている…　【

⑦家族の薬の管理・投与を行っている・・…　　【

は　い　・　い　い　え　・　わからない　】

［」〉それは何人ですか？【　　人】

は　い　・　い　い　え　・　わからない　】

』それは何人ですか？【　　人】

はい・いいえ・わからない】
□・〉それは何人ですか？【　　人】

2



4．家庭内役割が多いために、以下のような状態にある子がクフス内にいますか？

①遅刻・早退が多い・・・・・・・・・・・・・・…　　【　は　い　　・　い　し、え　　】

②病気以外の理由による欠席が頻繁にある・・・・…　　【　は　い　　・　　い　い　え　　】

③クラスメイトとの関わりカ樽し、・・・・・・・・…　【　はい　　・　い　いえ　　】

④保護者の承諾を得なければならない書類などの忘れ物が多い…【　は　い　・い　い　え　】

⑤身だしなみが整っていないことが多し、・・・・・…　　【　は　い　　・　い　い　え　　】

⑤授業中に集中カを欠いたり、居眠りをすることが多い…【　は　い　　・　い　し、え　　】

⑦お弁当をもってないことが多い・・・・・・・・…　【　はい　　・　い　し、え　　】

⑧膚題を忘れたり、準幟勿の忘れ物が多い・・・・…　　【　は　い　　・　い　い　え　　】

⑨部活に入っていなかったり、休むことが多い・・…　　【　は　い　　・　い　し、え　　】

5．家庭内での役割や家族との関係について、本人またはクラスの生徒から相談を

受けたことがありますか？

　　　　　　　　　　　　　・・・・・…　【　はい　・　いいえ　】

次のぺ一ジベ造む⇒



I　とても多くの家庭内役割を担っている生徒についてお聞きします。

　とても多くの家庭内役割を担っている生徒についてお聞きします。担任としてもっとも気になる生徒1人

なし、し2人についてお答えくださし、。2人目については5ぺ一ジにご回答ください。

　　　　　　　前へ一ジのr4」で、1つ以上○がつきましたか？

　　　　　　　　【　はい　　・　いいえ　】
　　　　　　　　　　」］一　　［」＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これで質問は終わりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　それは何人ですか？・・・・・…　【　　　　　　　人】

　　　　　　　　　　　」二」

その中で、最も気になる生徒についてお聞きします。

※特別支援学級の生徒の場合、学年をご記入くださハ学年〔　　　　年〕

1．性別・・・・・・・・・・・・・・・・・…【男・女】

2．家庭内役割を担っている理由として考えられるものは何ですか？

　　あてはまるものにOを入れてください。（複数回答可）

①〔〕家族の中に轄者・轄児がいる　　②〔〕家族の中に長期入院申の人がいる

　③〔　〕母子家庭もしくは父子家庭である　　④〔　〕保護者カ外国籍である

　⑤〔　〕保護者の帰りがいつも遅い、もしくは家を留守にしがちである

⑤そ刎也

3．1週間のうち、家庭内役割を行っている時間としてあてはまるものにOを入れ

てください。

①〔　〕O～4時間　　　②〔

④〔　〕20～34時間　　⑤〔

⑦〔　〕100時間以上　　⑧〔

〕5～9時間　　③〔　〕10～19時間

〕35～49時間　　　⑤〔　〕50～99時間

〕わからない
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《2人目用》
※特別支援学級の生徒の場合、学年をご記入くださハ学年〔　　　　年〕

1．性別・・・・・・・・・・・・・・・・・…【男・女】

2．家庭内役割を担っている理由として考えられるものは何ですか？

　　あてはまるものにOを入れてください。（複数回答可）

①〔〕家族の中に轄者・轄児がいる　　②〔〕家族の中に長期入院中の人がいる

　③〔　〕母子家庭もしくは父子家庭である　　④〔　〕保護者カ外国籍である

　⑤〔　〕保護者の帰りがいつも遅い、もしくは家を留守にしがちである

⑤その他

3．1週間のうち、家庭内役割を行っている時間としてあてはまるものにOを入れ

てください。

①〔　〕O～4時間　　　②〔

④〔　〕20～34時間　　⑤〔

⑦〔　〕100時間以上　　⑧〔

〕5～9時間　　③〔　〕10～19時間

〕35～49時間　　⑤〔　〕50～99時間

〕わからない

　　　　　以上で質問は終わりです。

もう一度記入漏れがないか確認してください。

ご協力のお願い

今回お答えいただいた生徒は、教育的課題を数多く抱えていると思われます。

そこで、生徒の抱える、学校生活での課題について改めて先生方にインタビューさせていただきた

いと考えております。

　ご協力いただくことか可能な方は、後日調査者よりご連絡をさせていただきますので、下記にご連

絡先をご記入ください。

学校名 先生のお名前

ご連絡先：
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○○市立○○中学校様

お乱

立春とはいえ、寒さもまだまだ衰えない毎日が続いております。

　さて、先目は、私の学位論文研究におけるアンケート調査「生徒の家庭内役割と

教育上の課題についての調査」にご多忙中にもかかわらず、ご回答・ご協力いただ

きありがとうございました。

　皆様方から頂きました貴重なデータをもとに学位論文を提出することが出来ま

したので、簡単ではございますが要旨にて本調査の結果をご報告させていただきま

す。

書面にて大変恐縮に存じますが、お礼とさせていただきます。

平成24年2月4目

兵庫教育大学大学院　特別支援教育学専攻

北山　沙和子
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